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2024  June・July

　当協会では以下の通り、第58回優良従業員表彰式を開催する。

　詳細は以下のURLよりご確認いただきたい。

　当協会では職場での労働災害防止の普及啓発として、令和６年10月11日（金）に労働安全衛生

大会を開催する。

　開催に合わせて、今年も各社の職場における安全衛生の意識を高めることを目的として、労働安全

衛生標語とヒヤリ・ハット活動報告を募集している。応募作品の中から優秀作品を選定し、入賞者は

労働安全衛生大会の会場にて表彰も実施するため、是非ご応募をお願いしたい。

詳細はこちらから

https://www.tokyo-bm.or.jp/events_and_exchange/
yuuryou_jyuugyouin.html

ご応募の詳細はこちら
https://www.tokyo-bm.or.jp/events_and_exchange/safety.html

●労働安全衛生標語
　ビルメン業務に係る業務災害・通勤災害の防止、健康保持増進等に関する標語。

●ヒヤリ・ハット活動報告
　日頃の業務の中で、ヒヤリとした、ハッとした状況とそれに対する改善策
　（対応策）を実施した活動事例。

会　場：東京国際フォーラム　ホール C

会　期： 令和６年６月18日（火）  13時30分開場  14時開会

募集締切： 令和６年７月12日（金）

Topics
第58回

優良従業員表彰式開催のお知らせ

労働安全衛生標語
ヒヤリ・ハット活動報告の募集



4高めよう　一人ひとりの安全意識　みんなの力で　ゼロ災害

About Us
公益社団法人
東京ビルメンテナンス協会

設立
　昭和37年（1962年）5月15日

公益社団法人移行
　平成23年（2011年）2月1日

会員数
　正会員513社╱賛助会員69社
 （令和6年5月31日現在）
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Series & Regular
連載　おすすめ製品コーナー
連載　社会の主な出来事
告知板  

17
理事会報告（第135 回）

令和５年度 事業報告及び決算を承認

25

Special
令和６年度 
東京都所有の建築物の維持管理に関する要望の回答

銀座
江戸時代に駿府にあった銀座役所（銀貨鋳造所）が現在の銀座
２丁目に移された。「銀座」の地名は、この銀座役所に由来する。
明治に西欧風の煉瓦街に生まれ変わるが、関東大震災によって
ほぼ全壊してしまう。復興期の銀座にはデパートが進出し、
近代的な建物と伝統的な建物が調和した魅力的な街並みと
なっている。

Cover Story テーマ ： 東京の街並み



5 人のことを思いやる　そこが快適な職場づくりの第一歩

直前特集

特設サイトにアクセス
来場事前登録より
登録

1

●必ず1名1登録をお願いします。　
●会場で登録いただくよりもスムーズですので、来場事前登録にご協力をお願いします。

参加票（QRコード）をプリ
ントアウトし、名刺を持参
のうえご来場ください

2
会場受付にて
入場パスを
お渡しいたします

3

　「ビルメンテナンスフェアTOKYO」は当協会が主催する賛助会員によるビルメンテナンス
関連の新商品や新サービスが勢ぞろいする展示会である。
　7月に開催される本フェアについて、今回の特集では開催概要や実施されるセミナー等の詳細
についてご紹介するので、参加を検討されている方は是非参考にしていただきたい。
　なお、会場は前回から引き続き、東京都立産業貿易センター浜松町館となる。

ビルメンテナンスフェア
TOKYO 2024

特集１

会場アクセス

開 催 概 要

フェア特設サイト（来場事前登録）はこちら　 https://bmfair2024.org/▲

JR・東京モノレール
浜松町駅 ( 北口 ) から約 350m 徒歩 5 分
浜松町駅 ( 北口 ) から竹芝通り方向に出て竹芝桟橋方面へ直進。

ゆりかもめ (新交通 )
竹芝駅から約 100m 徒歩 2 分
竹芝駅改札口を出て西口出口から浜松町駅方面へ直進

都営浅草線・都営大江戸線 (地下鉄 )
大門駅から約 450m　徒歩 7 分
大門駅・浜松町方面改札から B2 出口へ。地上へ出て
JR 浜松町駅 ( 北口 ) 前から竹芝桟橋方面へ直進。

開催日時：令和６年７月18日（木） 10時から17時
　　　　  令和６年７月19日（金） 10時から16時
会　場：東京都立産業貿易センター浜松町館 ３階～５階（５階来場受付）
テーマ：新常態時代を切り拓く、イノベーションとの出会いがここにある。
　　　　　　　※来場やセミナー聴講には来場事前登録が必要です。入場無料



6気づかいと　笑顔ではぐくむ　安全職場

出展企業　（ブース番号順）

5-1 ペンギンワックス株式会社

5-9 株式会社 THIRD

5-2 株式会社エイコー

4-1 株式会社テラモト

5-3 株式会社リンレイ

4-2 アマノ株式会社

5-4 日本信号株式会社

4-3 シーバイエス株式会社

5-5 アシオット株式会社

4-4 インテックスソリューション株式会社

5-6 ビーフューチャー株式会社

4-5 アルゴ株式会社

5-7 株式会社マキタ

5-8 一般財団法人建築物管理訓練センター

4-6 日本マルセル株式会社

4-7 株式会社東京ユニフォーム

4-8 株式会社つやげん

3-6 アイリスオーヤマ株式会社

4-9 株式会社イシイ

3-7 ミッケル化学株式会社

4-10 大一産業株式会社

3-8 株式会社マイスター６０

3-1 山崎産業株式会社

3-9 ユシロ化学工業株式会社

3-2 株式会社湖南商会

3-10 株式会社サンワ

3-3 蔵王産業株式会社

3-4 株式会社アムテック

3-5 Paintnote 株式会社

※各ブースの場所は 8 ページのフロアマップを参照。

　今回のビルメンテナンスフェアTOKYO2024にご出展される
28社の賛助会員の皆様は以下の通り。
　各企業様の出展内容の詳細はフェア特設サイトよりご確認ください。

出展企業のご紹介

フェア特設サイトはこちら　 https://bmfair2024.org/▲



7 忘れない　ヒヤリで済んだ　あの時を

ビルメンテナンスフェア TOKYO2024　直前特集特  集 １

清掃現場におけるノンワックス床材管理のポイント
近年増加傾向にある「ノンワックス床材」について、その特性を知らずにワックス塗
布をした結果、密着不良などのトラブルが発生した事例があります。
本セミナーでは、床材の判別方法や実際の管理現場でメンテナンスを行う上で注意・
工夫している点、今後の課題などを紹介します。
講演者：（公社）東京ビルメンテナンス協会　建築物衛生管理委員会　正田　浩三

7/18 (木)
11:00-12:00

ロープ高所作業のビルメン事業者向け安全対策
窓ガラス清掃などで行われるロープ高所作業は墜落による作業者の危険が大きく、昨
年は都内で死亡災害も発生しています。 
ビルメンテナンス事業者は専門の業者に作業を発注して任せきりにしてしまい、 安全
管理ができていない場合が少なくありません。 
発注者・管理者の立場から現場で作業の安全を確認するためのチェックポイントを、 
実際の映像を交えながら紹介します。 
講演者：（公社）東京ビルメンテナンス協会　
　　　　労務管理委員会　 冨井  淳司、林  幸一 　

7/19(金 )
11:00-12:00

品質管理を学ぶ意義がわかった！ 「さぁー “ 改善活動 ” をやろう」
本セミナーは３部制になります。
１．基調講演：品質管理を学ぶ意義
２．会員企業推進事例：
　　わが社の安全・品質への取組み推進事例：東京海上日動ファシリティーズ（株）
３．チーム改善活動成果事例：
　　①ホテル客室清掃におけるカードキー紛失の再発防止：東武ビルマネジメント（株）
　　②植栽管理作業における墜落事故の再発防止：東京海上日動ファシリティーズ（株）
　　③ホテル警備における救急対応体制の再構築：（株）小田急ビルサービス
講演者：基調講演　坂技術士事務所　代表　坂　康夫　　
　　　　東武ビルマネジメント（株）　山口　智士　　
　　　　東京海上日動ファシリティーズ（株）　白川　雄一、澤田　康裕　　
　　　　（株）小田急ビルサービス　東條　千里　

7/18 (木)
14:00-16:00

超人手不足時代を勝ち抜く！
ビルメンテナンス業界向け『令和最新版』人材戦略セミナー

本セミナーは人材採用に少しでもお悩みの企業に向け、採用市場が激化する中で自社
を成長させるために必要な、最新の採用戦略と具体的な実行方法をお伝えします。

「採用 × マーケティング」の視点から貴社の採用活動を根底から変革する方法を深掘り
すると共に、清掃・設備・警備とそれぞれの職種に合わせて、最適な採用手法を事例
と共に紹介します。
講演者：（株）船井総合研究所　手塚　颯　

7/18 (木)
12:30-13:30

会場：4F
※セミナー参加希望の方はフェア特設サイトより来場事前登録をお願いします

ビルメンテナンス・イノベーションセミナー　予定一覧
聴講無料



8見られてる ?　作業態度に ?　身だしなみ ?　道具の片づけ　今一度 ?

ビルメンテナンスフェア TOKYO2024　直前特集特  集 １

前回の会場の様子

外国人材が活躍するために ～人材不足と外国人材雇用・就労における提案～
ビルメンテナンス業界の外国人材受入支援を行っている立場から、ビルクリーニング
における外国人材の採用・就労に必要な採用支援と就業支援について提案します。

講演者：（一財）建築物管理訓練センター　事務局長　井上　雄二　

7/19(金 )
13:40-14:20

新たな化学物質規制と労働安全衛生法の改正
清掃業務における化学物質規制の最新動向や労働安全衛生法改正のその後と、我々が
いま行わなければいけないことなどに役立つ情報を提供します。

講演者：シーバイエス（株）　菅沼　剛　

7/19(金 )
14:40-15:20

変革を迎える外国人雇用制度とビルクリーニング業界での対応
技能実習制度及び特定技能制度の見直しに関する法案が国会に提出され、両制度はま
さに改革の最中にあります。
制度改革がもたらす影響及びビルクリーニング業界での対応について検討します。 
講演者：弁護士法人 Global HR Strategy　
　　　　代表　弁護士　杉田　昌平　

7/19(金 )
12:20-13:20

「厳格化した
消防の査察と
建物管理セミナー」から

会場フロアマップ 来場受付：5F
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特集２

株式会社 JR東日本環境アクセス
調査役（元東京消防庁理事・総務部長）

　荒井　伸幸　氏

講 演 者

参 加 者 　 70 名（32 社）

「厳格化した
消防の査察と
建物管理セミナー」から

　令和6年3月18日に、消防法に基づいて行われ
ている建築物（防火対象物）への立入検査につい
て、立入検査を受け入れる際に準備すべきことや
よくある疑問点などについて解説する「厳格化し
た消防の査察と建物管理セミナー」を開催した。
　本セミナーでは東京消防庁職
員として立入検査を行う立場と
ビルメンテナンス企業社員とし
て立入検査を受け入れる立場の
両方を経験された講師を招き、
講演いただいた。



10ベテランの　慣れから起こる　油断事故　作業はいつでも　初心忘れず

表1 近年の火災事例とその対応

表2 新宿区歌舞伎町ビル火災の概要

出火
年月 火災名

延べ
床面積
(㎡ )

死者数
( 人 )

負傷
者数
( 人 )

火災を踏まえた主な対応

H13. 9 新宿区歌舞伎町雑居ビル火災 516 44 3
●防火対象物の定期点検報告制度の導入
●自動火災報知設備の基準強化
　【自火報】< 複合用途 >500㎡ ( 特定用途 300㎡ ) → 300㎡
●立入検査権限の強化、消防吏員への命令権限の付与

H14. 4
消防法改正
H14. 8
消防法施行令改正

H18. 1 大村市グループホーム火災 279 7 3

●スプリンクラー設備、自動火災報知設備等の基準強化
　【SP】< 社会福祉施設の一部 >1,000㎡→ 275㎡
　【自火報】< 社会福祉施設の一部 >300㎡→ 0㎡
●防火管理体制の強化
　【防火管理者選任】< 社会福祉施設の一部 >30 人→ 10 人

H19. 6
消防法施行令改正

H19. 1 宝塚市カラオケボックス火災 218 3 5 ●自動火災報知設備等の基準強化
　【自火報】< 遊興のための個室店舗 > 新たに義務付け

H20. 7
消防法施行令改正

H20. 10 大阪市個室ビデオ店火災 1,318 15 10
H21. 3 渋川市老人ホーム火災（3 棟） 388 10 1
H24. 5 福山市ホテル火災 1,361 7 3 ●スプリンクラー設備、自動火災報知設備等の基準強化

　【SP】< 社会福祉施設の一部 >275㎡→ 0㎡
　【自火報】< 旅館等 >300㎡→ 0㎡
●屋外イベントでの火気器具使用時等に消火器の準備を
　義務付け

H25.12
消防法施行令改正

H25. 2 長崎市グループホーム火災 529 4 8

H25.8 福知山市花火大会火災 ― 3 56

H25.10 福岡市有床診療所火災 682 10 5
●スプリンクラー設備等の基準強化
　【SP】< 病院等の一部 >3,000㎡→ 0㎡
●違反対象物の公表制度の導入（運用）

H26.10
消防法施行令改正

１ 発生日時：平成 13 年９月１日　　午前１時 01 分（覚知）

２ 火災建物：地下２階地上５階建て
 　　　　　建築面積 83㎡、延べ面積 516㎡
 　　　　　耐火建築物（S 造・一部 RC 造）
 　　　　　複合用途
 　　　　　昭和 59 年（1984 年）着工　　※階段は１つ

３ 火災原因等：屋内階段に隣接する３階エレベーターホール付近から出火
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（放火の疑い）

４ 火災被害：死者 44 名　負傷者３名
 　　　　　焼損床面積 160㎡（３階部分 80㎡、４階部分 80㎡）
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ビ
ル
に
は
各
階
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

ホ
ー
ル
と
階
段
の
仕
切
り
に
防
火
戸
が
設
置
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
内
装
工
事
に
よ
っ
て
防
火
戸
が
動
か
な
い

よ
う
に
固
定
さ
れ
た
状
態
で
し
た
。
自
動
火
災
報
知
設

備
も
あ
り
ま
し
た
が
、
点
検
不
備
に
よ
り
ベ
ル
の
鳴
動

が
発
生
し
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
防
火
管
理
者

出典：総務省消防庁

出典：総務省消防庁
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の
選
任
も
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
消
防
計
画
に
つ
い
て
の

届
出
も
出
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
た
が
っ
て
、

初
期
消
火
も
避
難
誘
導
も
実
施
さ
れ
ず
、
防
火
管
理
や

自
衛
消
防
の
体
制
が
整
っ
て
い
な
か
っ
た
建
物
で
あ
っ

た
こ
と
も
、
多
く
の
犠
牲
者
を
出
し
た
要
因
と
な
り
ま

し
た
。

　

同
ビ
ル
に
は
火
災
が
起
こ
る
数
年
前
に
定
期
的
な
立

入
検
査
が
行
わ
れ
て
お
り
、
避
難
経
路
の
障
害
物
な
ど

の
消
防
法
違
反
を
指
摘
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

ほ
と
ん
ど
改
善
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
雑
居
ビ
ル
で
は
テ
ナ
ン
ト
の
流
動
性

が
激
し
く
、
指
導
が
困
難
だ
っ
た
こ
と
が
要
因
だ
と
思

わ
れ
ま
す
。

２
消
防
法
の
改
正
内
容

　

新
宿
歌
舞
伎
町
ビ
ル
火
災
を
踏
ま
え
、
緊
急
に
実
施

さ
れ
た
全
国
の
小
規
模
雑
居
ビ
ル
の
一
斉
立
入
検
査
の

結
果
、
何
ら
か
の
消
防
法
令
違
反
が
あ
る
も
の
が
大
半

を
占
め
る
な
ど
の
事
実
が
判
明
し
、
翌
２
０
０
２
年
に

消
防
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
消
防

職
員
が
立
入
検
査
時
に
火
災
危
険
や
消
防
法
令
違
反
を

覚
知
し
て
も
、
防
火
対
象
物
に
対
す
る
措
置
命
令
な
ど

に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
消
防
長
又
は
消
防
署
長
の
み
が

発
動
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
た
め
、
消
防
職
員
が
そ

の
場
で
措
置
命
令
を
発
動
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か

し
、
こ
の
改
正
に
よ
り
立
入
検
査
や
措
置
命
令
に
係
る

規
定
の
大
幅
な
見
直
し
が
行
わ
れ
、
避
難
経
路
と
な
る

廊
下
や
階
段
に
放
置
さ
れ
た
物
品
の
除
去
命
令
や
火
災

予
防
上
危
険
な
火
気
使
用
設
備
・
器
具
な
ど
の
使
用
禁

止
命
令
な
ど
の
一
定
の
命
令
に
つ
い
て
は
、
消
防
吏
員

で
も
発
動
で
き
る
も
の
と
し
、
火
災
危
険
に
対
し
て
消

防
機
関
に
よ
る
違
反
是
正
措
置
が
よ
り
適
時
・
適
切
に

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
時
間
的
制
限
も
撤
廃
さ
れ
、
立
入
検
査
上
必
要

な
時
間
帯
に
実
施
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

改
正
以
前
は
、
「
日
の
出
か
ら
日
の
入
り
ま
で
、
ま
た

は
営
業
時
間
に
立
入
検
査
が
で
き
る
」
と
な
っ
て
い
ま

し
た
が
、
「
全
時
間
帯
で
立
入
検
査
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
」
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
立
入
検
査
に
あ
た
っ
て

「
相
手
方
に
対
し
て
事
前
通
告
を
行
う
」
こ
と
と
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
こ
ち
ら
も
撤
廃
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

法
令
上
事
前
の
通
知
は
必
要
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

立
入
検
査
に
よ
り
、
消
防
法
令
違
反
を
確
認
し
た
場

合
は
、
関
係
者
に
対
し
て
行
政
指
導
を
行
い
ま
す
が
、

行
政
指
導
で
消
防
法
令
違
反
が
是
正
さ
れ
な
い
場
合
は
、

命
令
（
行
政
処
分
）
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

命
令
を
行
っ
た
と
き
は
、
違
反
状
態
が
継
続
し
て
い

る
間
、
標
識
の
設
置
や
公
報
へ
の
掲
載
な
ど
の
公
示
を

し
て
措
置
命
令
の
内
容
な
ど
の
周
知
を
図
り
ま
す
。

３
消
防
の
査
察
へ
の

建
物
側
の
対
応

　

セ
ミ
ナ
ー
に
先
立
ち
、
い
く
つ
か
事
前
に
ご
質
問
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
「
立
入
検
査
の
頻
度
は
決
ま
っ
て

い
る
の
で
す
か
」
「
立
入
検
査
が
来
る
と
い
う
連
絡
を

受
け
た
ら
ど
ん
な
こ
と
を
準
備
し
て
お
い
た
ら
よ
い
で

す
か
」
と
い
う
よ
う
な
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
ず
法

的
に
は
、
何
年
に
１
回
立
入
検
査
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
っ
た
決
ま
り
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は

各
消
防
本
部
の
裁
量
に
任
せ
ら
れ
て
お
り
、
実
態
は
総

務
省
消
防
庁
の
『
消
防
白
書
』
よ
り
確
認
で
き
ま
す
。

全
国
に
は
約
４
２
６
万
件
の
対
象
に
な
る
建
物
数
が
あ

り
、
年
間
の
立
入
検
査
件
数
が
約
75
万
件
と
い
う
こ
と

で
、
お
お
よ
そ
６
年
に
１
回
の
立
入
検
査
が
行
わ
れ
て

い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
た
だ
、
ど
の
よ
う
な
建
物
も

全
く
均
等
に
立
入
検
査
を
行
う
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
例

え
ば
、
事
務
所
や
学
校
校
舎
な
ど
比
較
的
出
火
の
危
険

性
が
少
な
く
、
人
的
被
害
も
あ
ま
り
出
な
い
と
想
定
さ

れ
る
建
物
は
、
立
入
検
査
の
頻
度
が
延
び
る
こ
と
は
あ

り
ま
す
。
逆
に
、
ホ
テ
ル
や
飲
食
店
な
ど
が
入
っ
た
雑

居
ビ
ル
、
映
画
館
、
物
品
販
売
な
ど
の
大
き
な
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
モ
ー
ル
や
、
過
去
に
火
災
が
起
き
て
多
数
の
死

傷
者
が
発
生
し
た
こ
と
の
あ
る
建
物
に
つ
い
て
は
、
期
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間
を
短
く
し
、
頻
度
を
高
く
し
て
立
入
検
査
を
行
っ
て

い
ま
す
。
一
度
検
査
を
行
い
違
反
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

そ
の
違
反
の
是
正
の
取
組
み
に
つ
い
て
再
度
立
入
検
査

を
行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
防
火
管
理
者
の
選

　
　
任
届
が
提
出
さ
れ
、
消
防
用
設
備
の
点
検
報
告
が

法
令
で
定
め
ら
れ
た
期
間
に
提
出
さ
れ
て
い
る
建
物
は

管
理
が
良
好
と
判
断
し
、
立
入
検
査
の
頻
度
を
減
ら
す

と
い
う
運
用
も
取
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

消
防
法
改
正
に
よ
り
、
立
入
検
査
に
は
時
間
的
制
約

が
な
く
な
っ
た
と
説
明
し
ま
し
た
が
、
実
際
の
運
用
で

は
通
常
は
事
前
に
連
絡
が
行
わ
れ
ま
す
。
立
ち
会
っ
て

い
た
だ
き
、
通
常
施
錠
さ
れ
て
い
る
倉
庫
や
電
気
室
な

ど
を
カ
ギ
で
開
け
て
い
た
だ
き
な
が
ら
検
査
を
行
う
必

要
が
あ
り
、
立
会
人
に
質
問
し
な
が
ら
検
査
を
行
う
の

が
実
際
の
立
入
検
査
の
姿
で
す
。
し
か
し
、
過
去
に
そ

の
建
物
で
度
重
な
る
違
反
が
見
つ
か
る
な
ど
の
実
態
が

あ
る
場
合
は
、
事
前
連
絡
な
し
に
消
防
職
員
が
訪
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
立
入
検
査
を
す
る
消
防
職
員
は
、

必
ず
下
調
べ
を
し
て
か
ら
訪
問
し
ま
す
。
全
て
の
建
物

に
つ
い
て
、
新
築
の
と
き
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
建

築
確
認
・
改
修
工
事
・
消
防
用
設
備
の
設
置
届
・
防
火

管
理
者
の
選　
　

任
届
な
ど
の
書
類
が
建
物
ご
と
に
消

防
署
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
中
に
は
過
去
の「
立

入
検
査
結
果
表
」
も
保
管
さ
れ
て
お
り
、
立
入
検
査
前

に
は
消
防
職
員
は
そ
れ
ら
を
確
認
し
ま
す
。

　

立
入
検
査
を
迎
え
る
事
前
準
備
と
し
て
、
違
反
指
摘

を
受
け
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
前
回
の
立
入
検
査
で

い
つ
、
ど
の
よ
う
な
指
摘
を
受
け
た
の
か
、
指
摘
事
項

の
有
無
、
何
か
指
摘
を
受
け
て
、
そ
れ
に
対
す
る
改
修

を
し
た
の
か
ど
う
か
、
そ
の
よ
う
な
事
項
は
必
ず
チ
ェ

ッ
ク
を
し
て
お
く
べ
き
で
す
。
例
え
ば
、
防
火
管
理
者

が
人
事
異
動
で
転
勤
し
て
し
ま
い
、
そ
の
後
の
補
充
を

忘
れ
て
し
ま
っ
た
場
合
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
防
火
管
理

者
は
誰
で
も
な
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
講
習
を
受
け
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
も
し
立
入
検
査
ま
で
に
講
習
が

未
了
と
い
っ
た
場
合
、
指
摘
を
受
け
た
際
に
「
分
か
っ

て
い
ま
す
。
す
ぐ
に
対
応
し
ま
す
」
と
い
う
返
答
で
あ

れ
ば
、
厳
し
い
違
反
指
摘
を
受
け
る
よ
り
は
、
よ
り
柔

和
な
指
導
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

当
日
の
立
入
検
査
の
受
入
れ
態
勢
で
す
が
、
消
防
職

員
に
は
必
ず
誰
か
が
同
行
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

普
段
使
っ
て
い
る
事
務
室
だ
け
で
は
な
く
、
普
段
は
施

錠
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
機
械
室
や
電
気
室
、
あ
る
い
は

屋
内
消
火
栓
や
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
が
あ
る
よ
う
な

建
物
で
あ
れ
ば
、
ポ
ン
プ
室
な
ど
を
検
査
し
ま
す
。
立

会
者
が
カ
ギ
を
持
っ
て
の
同
行
や
、
過
去
の
届
出
書

類
・
建
物
図
面
な
ど
を
準
備
し
て
お
く
と
、
ス
ム
ー
ズ

に
検
査
が
進
み
ま
す
。

　

立
入
検
査
の
結
果
、
違
反
指
摘
事
項
が
あ
っ
た
場
合

に
は
、
「
消
防
用
設
備
点
検
を
実
施
し
て
報
告
す
る
こ

と
」
「
自
動
火
災
報
知
設
備
の
不
良
を
改
修
す
る
こ

と
」
「
消
火
器
を
設
置
す
る
こ
と
」
な
ど
、
不
備
の
内

容
と
改
善
方
法
が
具
体
的
に
記
載
さ
れ
た
「
立
入
検
査

結
果
通
知
書
」
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
指
摘
を
受
け
た
箇

所
に
つ
い
て
は
、
「
改
修
報
告
書
」
を
作
成
し
、
管
轄

の
消
防
署
に
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

適
切
な
改
修
を
行
わ
な
か
っ
た
場
合
は
、
履
行
期
限

の
あ
る
「
警
告
」
が
出
さ
れ
、
そ
れ
に
も
従
わ
な
い
と
、

「
命
令
」
が
出
さ
れ
ま
す
。
「
命
令
」
が
出
た
段
階
で
、

法
令
違
反
の
状
態
に
あ
る
建
物
と
し
て
「
公
示
」
さ
れ

ま
す
。
「
公
示
」
は
、
建
物
の
利
用
者
や
近
隣
住
民
に

対
し
て
「
こ
の
建
物
は
消
防
法
に
違
反
し
て
お
り
、
火

災
予
防
上
と
て
も
危
険
で
あ
る
」
と
い
う
情
報
を
知
ら

せ
る
こ
と
で
す
。
建
物
の
出
入
り
口
や
消
防
署
の
掲
示

板
な
ど
に
違
反
内
容
が
掲
示
さ
れ
る
ほ
か
、
市
町
村
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
も
公
開
さ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
即
座
に
「
命
令
」
が
出
さ
れ
る
違
反
行
為

が
あ
り
ま
す
の
で
、
注
意
が
必
要
で
す
。
一
つ
は
、
避

難
通
路
に
物
が
置
か
れ
て
人
が
通
れ
な
い
ほ
ど
の
避
難

障
害
が
あ
る
場
合
で
す
。
も
う
一
つ
が
、
危
険
物
施
設

（
解
）

（
解
）
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14止める勇気と　言える勇気　危険予知　上下のない職場

違反内容 量刑 備考

使用禁止命令 経営者
懲役 6 月　執行猶予 3 年

公判請求
防火管理者未選任、各種消防用設備未設置、
建基法構造違反など

SP、内栓、自火報等設置命令 経営者と法人の双方に
各罰金 20 万円

略式命令
※消防法令違反で告発に至る典型的な事案

自火報設置命令 所有者
罰金 30 万円

被告人は略式命令を拒否
最高裁で確定

立入検査拒否
※直罰規定

経営者
罰金 30 万円

一切の消防の立入検査を拒否
公判請求

使用開始届出違反
（火災予防条例）
※直罰規定

経営者と法人の双方に
各罰金 30 万円

共同住宅の一部を老人ホームに用途変更、
届出の行政指導を拒否
略式命令

※違反是正支援センター（日本消防設備安全センター内）資料から作成

で
は
な
い
と
こ
ろ
で
一
定
量
以
上
の
危
険
物
の
貯
蔵
を

し
て
い
る
、
無
許
可
の
危
険
物
の
貯
蔵
・
取
り
扱
い
が

あ
る
場
合
で
す
。
こ
れ
ら
の
違
反
行
為
は
、
総
務
省
消

防
庁
の
違
反
処
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
お
い
て
即
座
に
「
命

令
」
を
発
す
る
よ
う
基
準
化
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
も
し

物
件
存
置
に
よ
る
避
難
障
害
や
、
危
険
物
の
無
許
可
貯

蔵
の
状
態
と
な
っ
て
お
り
、
「
命
令
」
が
出
さ
れ
た
場

合
は
、と
に
か
く
す
ぐ
に
物
件
を
ど
か
し
て
、「
公
示
」

さ
れ
る
の
を
避
け
て
い
た
だ
く
の
が
無
難
な
対
応
と
な

り
ま
す
。

　

ま
た
、
「
命
令
」
「
公
示
」
の
行
政
処
分
と
は
別

に
、
違
反
対
象
物
の
公
表
制
度
が
運
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
命
令
」
ま
で
出
さ
な
い
場
合
で
も
、
こ
の
建
物
に
は

こ
の
よ
う
な
消
防
法
令
違
反
が
あ
る
と
い
う
情
報
を
消

防
本
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
、
建
物
の
利
用

者
な
ど
に
安
全
情
報
と
し
て
提
供
す
る
と
い
う
制
度
で

す
。４

消
防
法
令
違
反
が

生
じ
る
パ
タ
ー
ン

　

表
３
は
、
過
去
の
消
防
法
令
違
反
で
罰
則
と
な
っ
た

事
例
で
す
。
最
も
多
い
違
反
は
、
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
や

屋
内
消
火
栓
設
備
に
つ
い
て
の
設
置
命
令
を
履
行
し
な

出典：総務省消防庁

表3 過去の事例一部
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か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
告
発
対
象
と
な
り
、
罰
金
20
万

円
な
ど
の
略
式
命
令
を
受
け
て
納
付
し
た
と
い
う
事
例

で
す
。

　

消
防
法
令
違
反
が
生
じ
る
パ
タ
ー
ン
は
大
き
く
次
の

3
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

4-1
日
常
の
管
理
不
適

　

図
１
の
写
真
１
の
よ
う
に
蓄
圧
式
消
火
器
の
圧
力
が

本
来
あ
る
べ
き
緑
の
標
識
よ
り
も
低
下
し
て
し
ま
っ
て

い
る
。
ま
た
、
写
真
２
の
よ
う
に
避
難
階
段
に
大
量
の

物
件
が
置
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
以
外
に
も
防
火
管
理
者

が
不
在
で
あ
っ
た
り
、
消
防
訓
練
が
行
わ
れ
て
い
な
い

な
ど
、
日
頃
の
維
持
管
理
が
不
適
切
で
あ
る
と
い
う
の

が
一
つ
の
目
の
パ
タ
ー
ン
で
す
。

4-2
既
存
建
物
に
は

改
正
法
令
は
適
用
さ
れ
な
い

原
則
だ
が
用
途
に
よ
っ
て
は

消
防
法
令
違
反
に
な
る

　

消
防
法
は
、
大
規
模
な
火
災
や
多
数
の
死
傷
者
が
発

生
し
た
と
き
に
改
正
を
繰
り
返
し
て
き
ま
し
た
。
法
改

正
が
な
さ
れ
て
、
そ
の
後
新
築
さ
れ
る
建
物
に
は
新
し

い
消
防
法
が
適
用
さ
れ
る
の
は
当
然
で
す
が
、
従
来
か

ら
あ
る
建
物
に
新
し
い
基
準
を
適
用
す
る
の
か
ど
う
か

は
問
題
と
な
り
ま
す
。
消
防
法
で
は
法
令
の
中
に
規
定

を
置
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
防
火
対
象
物
の
用
途
を
「
特
定

用
途
」
と
そ
れ
以
外
の
「
非
特
定
用
途
」
に
区
分
し
て

い
ま
す
。
「
特
定
用
途
」
に
区
分
さ
れ
た
防
火
対
象
物

に
は
、
常
に
改
正
さ
れ
た
新
法
を
適
用
し
、
「
非
特
定

用
途
」
に
は
従
来
の
基
準
に
適
合
し
て
い
れ
ば
よ
い
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
特
定
用
途
」
と
い
う
の
は
、
商
業
施
設
や
社
会
福

祉
施
設
、
病
院
の
よ
う
な
社
会
的
・
防
災
的
に
弱
者
が

利
用
す
る
よ
う
な
建
物
を
指
し
ま
す
。
具
体
的
に
は
映

画
館
、
性
風
俗
店
、
飲
食
店
、
物
品
販
売
店
舗
、
ホ
テ

ル
、
医
療
機
関
、
社
会
福
祉
施
設
な
ど
、
さ
ら
に
は
こ

の
よ
う
な
用
途
を
含
む
複
合
的
な
用
途
の
建
物
を
指
し

ま
す
。
法
改
正
に
よ
り
消
防
法
令
違
反
が
生
じ
る
事
例

と
し
て
、
物
品
販
売
店
舗
に
対
し
て
、
ス
プ
リ
ン
ク
ラ

ー
の
設
置
基
準
が
、
従
来
６
０
０
０
㎡
以
上
で
あ
っ
た

も
の
が
、
３
０
０
０
㎡
以
上
と
改
め
ら
れ
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
従
来
４
０
０
０
㎡
や
５
０
０
０
㎡
で
ス
プ
リ

ン
ク
ラ
ー
が
不
要
だ
っ
た
防
火
対
象
物
に
も
新
法
が
適

用
さ
れ
ま
す
の
で
、
今
後
も
営
業
を
続
け
る
場
合
、
改

修
工
事
を
行
い
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
を
設
置
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
が
、
設
備
を
設
置
す
る
に
は
費
用
と
時
間

が
か
か
り
ま
す
し
、
営
業
も
止
め
な
け
れ
ば
で
き
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
、
数
年
の
猶
予
期
間
が
設
け
ら
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
が
、
設
置
さ
れ
な
け
れ
ば
違
反
と
な
る

二
つ
目
の
パ
タ
ー
ン
で
す
。

図１ 消防法令違反が生じるパターン
※写真１は総務省消防庁 HP、写真２は東京消防庁 HP より

写真 1 写真 2

● 4-1 日常の管理不適
　 消防用設備等や防火施設・避難施設の維持管理が不適
　 人事異動後に防火管理者が不在、自衛消防訓練の未実施
　 少量危険物の保管庫に指定数量以上の危険物を保管　等々
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4-3
大
規
模
な
増
改
築
な
ど
で

消
防
法
令
違
反
に
な
る

　

１
０
０
０
㎡
以
上
か
、
建
物
の
延
べ
床
面
積
の
過
半

以
上
の
増
改
築
を
行
う
場
合
に
は
、
新
し
い
消
防
法
が

適
用
さ
れ
、
特
定
用
途
・
非
特
定
用
途
は
問
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
元
々
の
建
物
に
消
防
用
設
備
の
設
置
義
務
が
な

く
て
も
２
つ
の
建
物
を
接
続
さ
せ
る
こ
と
で
、
設
置
義

務
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
工
場
Ａ

（
５
０
０
㎡
）
と
工
場
Ｂ
（
５
０
０
㎡
）
は
別
々
の
建

物
で
し
た
が
、
連
絡
通
路
を
新
設
し
て
工
場
Ａ
Ｂ
を
つ

な
い
だ
と
し
ま
す
。
そ
う
な
る
と
全
体
で
１
０
０
０
㎡

を
超
え
る
防
火
対
象
物
と
な
り
、
原
則
と
し
て
７
０
０

㎡
以
上
に
設
置
義
務
の
あ
る
屋
内
消
火
栓
の
設
置
義
務

が
発
生
し
ま
す
。
こ
れ
が
設
置
さ
れ
な
け
れ
ば
違
反
と

な
る
三
つ
目
の
パ
タ
ー
ン
で
す
。

５
最
近
の

消
防
法
令
改
正

（
二
酸
化
炭
素
消
火
設
備
）

　　

２
０
２
１
年
４
月
に
新
宿
区
の
マ
ン
シ
ョ
ン
地
下
駐

車
場
で
天
井
板
の
張
り
替
え
作
業
を
行
っ
て
い
た
作
業

員
４
名
が
亡
く
な
る
事
故
が
あ
り
ま
し
た
。
原
因
は
、

二
酸
化
炭
素
消
火
設
備
が
設
置
さ
れ
て
い
た
駐
車
場
で
、

作
業
中
に
何
ら
か
の
理
由
で
消
火
設
備
が
作
動
し
、
二

酸
化
炭
素
ガ
ス
が
噴
出
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。
過

去
に
も
二
酸
化
炭
素
消
火
設
備
が
設
置
さ
れ
て
い
る
場

所
で
点
検
作
業
員
な
ど
が
、
設
備
の
誤
作
動
で
亡
く
な

る
事
故
が
多
発
し
て
い
た
た
め
、
今
回
の
事
故
に
伴
い

法
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

二
酸
化
炭
素
消
火
設
備
は
酸
素
が
少
な
い
状
態
を
つ

く
り
火
災
を
鎮
圧
し
ま
す
が
、
二
酸
化
炭
素
が
高
濃
度

に
な
る
と
人
体
に
は
非
常
に
有
害
で
す
。
二
酸
化
炭
素

消
火
設
備
は
約
35
％
の
二
酸
化
炭
素
濃
度
に
な
る
よ
う

に
ボ
ン
ベ
が
準
備
さ
れ
、
人
が
ほ
と
ん
ど
即
時
に
意
識

消
失
す
る
濃
度
30
％
を
超
え
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
３
年
4
月
1
日
施
行
さ
れ
た
二
酸
化
炭
素
消

火
設
備
の
消
防
法
に
お
い
て
の
主
な
改
正
内
容
は
次
の

通
り
で
す
。

5-1
二
酸
化
炭
素
消
火
設
備
に

関
す
る
技
術
上
の
基
準
適
用

①
閉
止
弁
の
設
置

②
二
酸
化
炭
素
の
危
険
性
等
に
係
る
標
識
の
設
置

③
防
護
区
画
内
立
入
り
時
の
閉
止
弁
の
閉
止
等

④
消
火
剤
が
放
出
さ
れ
た
場
合
の
立
入
制
限

5-2
二
酸
化
炭
素
消
火
設
備
に

関
す
る
管
理
上
の
基
準
適
用

　

全
域
放
出
方
式
の
二
酸
化
炭
素
消
火
設
備
が
設
け
ら

れ
て
い
る
防
火
対
象
物
は
、
消
防
設
備
士
等
に
点
検
さ

せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
防
火
対
象
物
と
し
て
規
定
さ
れ

ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
は
以
上
と
な
り
ま
す
。
立
入
検
査
を
受
け

入
れ
る
際
の
準
備
等
に
役
立
て
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思

い
ま
す
。

二酸化炭素消火設備標識



17 慣れた作業に 落とし穴 せまる危険は 予告なし 初心に戻って 指差呼称

Photo:ラベンダー

公益社団法人  東京ビルメンテナンス協会

第135回

理 事 会 報 告
令和５年度事業報告及び決算を承認
■日時　令和6年5月8日（水）午後2時55分～午後3時58分
■開催場所　　　　ビルメンテナンス会館４階会議室
■理事・監事数　　理事19名、監事3名
■出席者　　　　　理事17名、監事3名

■審議事項
第１号議案　令和５年度 事業報告について
第２号議案　令和５年度 決算について
　　　　　　－　監査報告　－
第３号議案　令和６･７年度 役員立候補者資格等審査委員会
　　　　　　委員選任の総会付議について
第４号議案　永年勤続者表彰候補者について
第５号議案　委員会委員の追加選任について

１　
会
長
あ
い
さ
つ　
佐
々
木
会
長

　

令
和
6
年
度
最
初
の
理
事
会
で
あ
る
。
来
月
に
は
総

会
が
あ
る
が
、
今
年
度
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
た
い
。

　

よ
う
や
く
コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
い
て
き
た
が
、
後
遺
症

の
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
終
息
し
た
わ

け
で
は
な
い
の
で
、
今
後
と
も
注
意
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
と
考
え
る
。

　

能
登
半
島
は
、
な
か
な
か
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
進
ん
で

い
な
い
。
多
く
の
都
道
府
県
か
ら
応
援
が
入
り
支
援
が

行
わ
れ
て
い
る
が
、
地
理
的
条
件
か
ら
整
備
し
づ
ら
い

と
言
う
。
早
期
に
原
状
回
復
し
て
前
の
生
活
に
戻
り
、

安
寧
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

中
東
で
は
イ
ス
ラ
エ
ル
と
ガ
ザ
の
紛
争
に
つ
い
て
、

駆
け
引
き
が
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
窺
わ
れ
る
。
被
害

に
遭
っ
て
い
る
人
々
こ
そ
が
大
変
だ
と
思
う
の
で
、
い

ち
早
く
解
決
に
向
か
う
よ
う
願
う
。

　

今
日
の
理
事
会
は
、
6
月
4
日
の
第
14
回
定
時
総
会

に
向
け
て
の
議
事
が
中
心
で
、
委
員
会
委
員
の
追
加
選

任
、
永
年
勤
続
者
表
彰
対
象
者
の
選
定
、
役
員
選
定
委

員
再
任
の
案
件
な
ど
も
あ
る
。
報
告
事
項
も
多
数
あ
る
。

内
容
を
吟
味
し
て
採
決
い
た
だ
き
た
い
。

2　
審
議
事
項

第
１
号
議
案　
令
和
５
年
度 

事
業
報
告
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
専
務
理
事

　

標
記
に
つ
い
て
提
案
説
明
が
あ
り
、
全
会
一
致
で

承
認
さ
れ
た
。

■
提
案
説
明

　

昨
年
5
月
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
5

類
に
移
行
、
講
習
会
や
行
事
の
多
く
を
平
年
ベ
ー
ス

に
戻
し
て
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

第
一　
建
築
物
の
環
境
衛
生
の
向
上
に
関
す
る
事
業

・
調
査
研
究
：
①
ノ
ン
ワ
ッ
ク
ス
床
材
の
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
す
る
と
と

も
に
、
各
社
で
の
対
応
に
つ
い
て
報
告
書
を
ま
と
め

た
。
②
注
射
針
の
不
法
投
棄
及
び
針
刺
し
事
故
防
止

の
掲
示
物
に
つ
い
て
、
英
語
・
中
国
語
・
韓
国
語
を

併
記
し
た
外
国
語
版
を
作
成
し
た
。

・
講
習
会
：
受
講
者
数
は
前
年
度
と
比
べ
73
名
増
の

７
５
７
名
と
な
っ
た
。

・
セ
ミ
ナ
ー
：
汚
れ
を
数
値
化
で
き
る
Ａ
Ｔ
Ｐ
測
定

器
を
使
用
し
た
調
査
研
究
結
果
を
生
か
し
、「
清
掃
状

況
の
「
見
え
る
化
」
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
た
。

・
参
考
図
書
等
作
成
：
①
ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
技
能

検
定
3
級
に
関
す
る
指
導
者
用
テ
キ
ス
ト
を
作
成
し

た
。
②
ロ
ー
プ
高
所
作
業
時
、
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

業
者
が
発
注
者
の
立
場
か
ら
安
全
を
確
認
す
る
た
め

の
ポ
イ
ン
ト
を
ま
と
め
た
動
画
を
作
成
し
た
。
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第
二　
犯
罪
の
防
止
・
治
安
の
維
持
、
災
害
の
防
止

に
関
す
る
事
業

・
講
習
会
：
受
講
者
数
は
前
年
度
と
比
べ
60
名
減
の

２
３
６
５
名
と
な
っ
た
。

・
セ
ミ
ナ
ー
：「
警
備
業
の
Ｄ
Ｘ
変
革
と
未
来
の
戦
略

導
入
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
た
。

・
参
考
図
書
等
作
成
：
現
場
警
備
員
向
け
に
緊
急
時

対
応
を
ま
と
め
た
『
警
備
防
災
参
考
シ
ー
ト
』
を
作

成
し
た
。

第
三　
建
築
設
備
機
器
の
事
故
の
防
止
に
関
す
る
事

業・
調
査
研
究
：
①
赤
外
線
サ
ー
モ
グ
ラ
フ
ィ
に
つ
い

て
、
カ
メ
ラ
の
選
定
や
活
用
事
例
を
ま
と
め
た
報
告

書
を
作
成
し
た
。
②
遠
隔
監
視
シ
ス
テ
ム
や
監
視
カ

メ
ラ
を
活
用
し
た
ビ
ル
の
常
駐
設
備
員
の
業
務
省
力

化
に
つ
い
て
調
査
報
告
書
を
作
成
し
た
。
③
「
Ａ
Ｎ

Ａ 

Ｂ
ｌ
ｕ
ｅ 

Ｂ
ａ
ｓ
ｅ
」
で
最
新
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

設
備
と
そ
の
運
用
な
ど
を
視
察
。
④
大
阪
ビ
ル
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
協
会
を
訪
問
、
ス
マ
ー
ト
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ

に
つ
い
て
情
報
交
換
し
た
。

・
講
習
会
：
受
講
者
数
は
前
年
度
と
比
べ
３
５
２
名

増
の
１
４
３
５
名
と
な
っ
た
。

・
セ
ミ
ナ
ー
：
協
会
専
任
講
師
を
活
用
し
、「
初
心
者

の
た
め
の
設
備
管
理
入
門
講
習
」
を
開
催
し
た
。

第
四　
普
及
啓
発
・
活
用
の
事
業

・
労
働
安
全
研
修
・
講
習
会
：
①
危
険
予
知
訓
練
講
習
、

リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
講
習
と
も
に
、
前
年
度
を
大

き
く
上
回
る
参
加
者
を
得
た
。
②
「
ロ
ー
プ
高
所
作

業
管
理
者
教
育
セ
ミ
ナ
ー
」
及
び
眼
科
医
の
協
力
を

得
て
「
転
ば
な
い
カ
ラ
ダ
の
つ
く
り
方
セ
ミ
ナ
ー
」

を
実
施
し
た
。

・
採
用
等
支
援
事
業
：「
東
京
ビ
ル
メ
ン
お
仕
事
さ
が

し
」
は
年
間
応
募
者
数
が
１
５
０
１
件
と
、
前
年
の

７
６
２
件
か
ら
倍
増
、
ま
た
、「
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

企
業
へ
の
採
用
支
援
セ
ミ
ナ
ー
」
を
実
施
し
た
。

・
社
会
貢
献
事
業
：
①
障
が
い
者
清
掃
従
業
員
研
修

と
し
て
、「
よ
く
わ
か
る
床
清
掃
」
等
よ
く
わ
か
る
シ

リ
ー
ズ
4
コ
ー
ス
を
実
施
。
②
障
が
い
者
就
労
支
援

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。
③
テ
ル
ウ
ェ
ル
東
日
本
株

式
会
社
の
協
力
を
得
て
、
障
が
い
者
が
活
躍
し
て
い

る
清
掃
現
場
見
学
会
を
実
施
し
た
。

・
労
働
安
全
衛
生
大
会
：
90
名
の
参
加
を
得
て
実
施
、

「
第
14
次
東
京
労
働
局
労
働
災
害
防
止
計
画
と
ビ
ル
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
業
に
つ
い
て
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
講
演

を
実
施
し
た
。

・
こ
ど
も
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
：
東
京
地
区
応
募
作
品

６
１
５
点
か
ら
優
秀
作
品
を
選
ぶ
と
と
も
に
、
カ
レ

ン
ダ
ー
に
し
て
会
員
及
び
都
内
公
立
小
学
校
等
に
配

付
し
た
。

第
五　
収
益
等
そ
の
他
の
事
業

・
調
査
研
究
：
①
海
外
研
修
視
察
と
し
て
10
月
27
日

か
ら
シ
ド
ニ
ー
で
、
ニ
ュ
ー
・
サ
ウ
ス
・
ウ
ェ
ー
ル

ズ
州
立
美
術
館
や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
会
場
な
ど
を
視
察

し
た
。
②
東
京
都
財
務
局
と
の
意
見
交
換
会
を
実
施

し
た
ほ
か
、
都
知
事
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
参
加
し
、
小
池

知
事
に
４
項
目
の
要
望
書
を
手
交
し
た
。

・
教
育
・
訓
練
：
①
動
画
「
労
務
管
理
の
き
ほ
ん–

労
働
時
間
編–

」
を
作
成
し
た
。
②
電
子
帳
簿
保
存

法
に
つ
い
て
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
た
。

・
業
界
概
括
調
査
：
近
年
の
物
価
や
最
低
賃
金
の
上

昇
を
踏
ま
え
、
会
員
の
概
況
や
官
公
庁
入
札
の
有
無
、

契
約
改
定
交
渉
の
成
否
な
ど
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
た
。

・
文
化
ス
ポ
ー
ツ
親
睦
事
業
：
①
野
球
大
会
を
4
年

ぶ
り
に
再
開
、
ゴ
ル
フ
大
会
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を

実
施
し
た
。
②
東
京
都
交
響
楽
団
演
奏
会
、
都
立
動

物
園
等
へ
の
招
待
、
清
掃
作
業
員
の
日
常
を
テ
ー
マ

に
し
た
映
画
「
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ｆ
Ｅ
Ｃ
Ｔ 

Ｄ
Ａ
Ｙ
Ｓ
」
へ
の

招
待
を
実
施
し
た
。

・
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
会
館
管
理
：
中
期
修
繕
計
画

に
基
づ
き
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
更
新
工
事
な
ど
を
実

施
。

・
そ
の
他
：
新
年
賀
詞
交
歓
会
、
優
良
従
業
員
表
彰
、

役
員
・
委
員
の
集
い
を
平
年
ベ
ー
ス
に
戻
し
て
実
施

し
た
。

第
２
号
議
案　
令
和
５
年
度 

決
算
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
榎
本
財
務
委
員
長

　

標
記
に
つ
い
て
提
案
説
明
及
び
監
査
報
告
が
あ
り
、

全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

■
提
案
説
明

　

正
式
な
予
算
書
は
正
味
財
産
増
減
計
算
書
だ
が
、

今
回
は
運
転
資
金
の
流
れ
が
分
か
り
や
す
い
収
支
計

算
書
を
中
心
に
説
明
す
る
。

１　
事
業
活
動
収
入

　

会
費
収
入
は
、
収
入
率
１
０
０
％
と
ほ
ぼ
予
算
ど

お
り
に
な
っ
た
。

　
事
業
収
入
：
②
犯
罪
の
防
止
・
治
安
の
維
持
に
関

す
る
事
業
収
入
は
、
法
令
改
正
の
影
響
及
び
コ
ロ
ナ
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禍
を
機
に
自
社
教
育
化
が
一
段
と
進
ん
だ
た
め
、
収

入
率
は
75
％
だ
っ
た
。
③
建
築
設
備
機
器
の
事
故
の

防
止
に
関
す
る
事
業
収
入
は
、
協
会
専
任
講
師
を

活
用
し
た
新
規
講
習
の
人
気
が
高
く
、
収
入
率
は

１
２
６
％
と
な
っ
た
。
⑤
収
益
等
そ
の
他
の
事
業
収

入
は
、
野
球
大
会
申
込
会
社
の
減
少
に
よ
る
減
収
が

あ
っ
た
。

　

事
業
活
動
収
入
計
は
、
予
算
額
2
億
９
７
７
０
万

円
に
対
し
決
算
額
2
億
９
５
０
１
万
円
、
収
入
率
は

99
％
と
、
ほ
ぼ
予
算
ど
お
り
の
収
入
と
な
っ
た
。

２　
事
業
活
動
支
出

ア　
事
業
費

①
建
築
物
の
環
境
衛
生
の
向
上
に
関
す
る
事
業
費

　

全
体
的
に
コ
ス
ト
削
減
に
努
め
た
結
果
、
執
行
率

は
82
％
だ
っ
た
。

②
犯
罪
の
防
止
・
治
安
の
維
持
に
関
す
る
事
業
費

　

執
行
率
91
％
と
ほ
ぼ
予
算
ど
お
り
で
あ
る
。

③
建
築
設
備
機
器
の
事
故
の
防
止
に
関
す
る
事
業
費

　

研
修
・
講
習
会
は
専
任
講
師
の
担
当
を
増
や
し
て

執
行
率
80
％
、 

研
修
資
機
材
整
備
は
委
員
会
内
部
で

修
理
等
を
行
う
な
ど
し
て
執
行
率
は
60
％
と
な
り
、

合
計
の
執
行
率
は
72
％
だ
っ
た
。

④
普
及
啓
発
・
活
用
に
関
す
る
事
業
費

　

障
が
い
者
等
自
立
支
援
単
独
事
業
は
、
特
別
支
援

学
校
か
ら
の
申
込
み
が
少
な
く
執
行
率
59
％
、
労
働

安
全
衛
生
推
進
事
業
は
、
冊
子
印
刷
を
内
製
化
す
る

な
ど
コ
ス
ト
削
減
に
努
め
て
執
行
率
31
％
だ
っ
た
。

各
種
広
報
は
、こ
ど
も
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
カ
レ
ン
ダ
ー

の
仕
様
を
変
更
し
、
印
刷
費
と
発
送
費
を
節
減
し
て

執
行
率
は
68
％
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
結
果
、
合
計

の
執
行
率
は
75
％
だ
っ
た
。

⑤
収
益
等
そ
の
他
の
事
業
費

　

文
化
ス
ポ
ー
ツ
事
業
は
野
球
大
会
申
込
社
数
の
減

少
な
ど
の
た
め
執
行
率
は
62
％
、
会
館
管
理
は
節
電

の
徹
底
や
政
府
補
助
金
の
導
入
等
に
よ
り
電
力
料
金

が
減
少
し
た
こ
と
、
緊
急
性
の
低
い
工
事
を
見
送
っ

た
な
ど
の
理
由
で
、
執
行
率
は
81
％
だ
っ
た
。
新
年

賀
詞
交
歓
会
は
、
運
営
方
法
を
工
夫
し
て
執
行
率

61
％
だ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
結
果
、
合
計
の
執
行
率
は

80
％
だ
っ
た
。

　

以
上
、
事
業
費
支
出
の
執
行
率
は
79
％
だ
っ
た
。

イ　
管
理
費

　

会
議
費
支
出
は
、
地
区
本
部
会
議
の
謝
金
支
払
い

を
全
国
協
会
が
直
接
行
う
よ
う
変
更
さ
れ
た
た
め
、

執
行
率
は
47
％
、管
理
費
支
出
の
執
行
率
は
96
％
だ
っ

た
。

　

事
業
費
と
管
理
費
を
合
計
し
た
事
業
活
動
支
出
の

執
行
率
は
86
％
と
な
っ
た
。

第
2
号
議
案-

２

　
　
　
　
　
　
令
和
5
年
度
正
味
財
産
増
減
計
算
書

　

当
期
一
般
正
味
財
産
増
減
額
は
マ
イ
ナ
ス

１
３
５
３
万
円
で
あ
り
、
正
味
財
産
期
末
残
高
は

10
億
１
６
８
７
万
円
と
な
っ
た
。

第
2
号
議
案-

３　
令
和
5
年
度
貸
借
対
照
表

　

資
産
合
計
は
11
億
１
１
１
６
万
円
、
負
債
合
計

は
９
４
２
８
万
円
、
差
引
き
一
般
正
味
財
産
残
高

10
億
１
６
８
７
万
円
と
な
り
、
正
味
財
産
増
減
計
算

書
の
正
味
財
産
残
高
と
一
致
す
る
。

公
益
法
人
の
財
務
基
準
の
達
成
状
況

　

公
益
法
人
の
財
務
基
準
は
、
①
公
益
事
業
比
率
が

50
％
以
上
で
あ
る
こ
と
、
②
公
益
事
業
の
経
常
費
用

が
経
常
収
益
を
上
回
る
こ
と
（
収
支
相
償
）、
③
遊
休

財
産
の
保
有
額
が
保
有
制
限
額
を
超
え
な
い
こ
と
の

3
点
で
あ
る
。

①
公
益
事
業
比
率
に
つ
い
て
は
、
公
1
か
ら
公
4
ま

で
の
合
計
が
62
・
6
％
と
な
り
、
公
益
事
業
比
率

50
％
以
上
を
確
保
し
て
い
る
。

②
収
支
相
償
に
つ
い
て
は
、
第
一
段
階
、
第
二
段
階

と
も
に
、
経
常
費
用
が
経
常
収
益
を
上
回
っ
た
。

③
遊
休
財
産
保
有
制
限
額
は
1
億
９
１
２
３
万
円
、

保
有
す
る
遊
休
財
産
額
は
６
０
０
１
万
円
と
な
り
、

保
有
率
は
31
％
と
な
っ
た
。

　

以
上
、
公
益
法
人
財
務
基
準
を
全
て
満
た
し
て
い

る
。

【
監
査
報
告
】　
坂
野
監
事

　

令
和
5
年
4
月
1
日
か
ら
令
和
6
年
3
月
31
日
ま

で
の
令
和
5
年
度
に
お
け
る
会
計
及
び
業
務
の
監
査

を
行
い
、
次
の
と
お
り
報
告
す
る
。

①
監
査
の
方
法

　

会
計
監
査
に
つ
い
て
は
、
伝
票
、
帳
簿
及
び
証
拠

書
類
を
精
査
し
、
計
算
書
類
の
正
確
性
を
検
討
し
た
。

業
務
監
査
に
つ
い
て
は
、
理
事
会
及
び
そ
の
他
の
会

議
に
出
席
し
、
理
事
の
業
務
報
告
の
聴
取
、
関
係
書

類
の
閲
覧
な
ど
、
必
要
と
思
わ
れ
る
監
査
手
続
を
行

い
、
業
務
執
行
の
妥
当
性
を
検
討
し
た
。
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②
監
査
意
見

　

決
算
報
告
書
は
、
会
計
帳
簿
の
記
載
金
額
と
一
致

し
、
法
人
の
収
支
状
況
及
び
財
政
状
態
を
正
し
く
示

し
て
い
る
と
認
め
る
。

　

理
事
の
職
務
執
行
に
関
す
る
不
正
の
行
為
並
び
に

法
令
及
び
定
款
に
違
反
す
る
事
実
は
な
い
と
認
め
る
。

第
３
号
議
案　
令
和
６･
７
年
度　

役
員
立
候
補
者
資
格
等
審
査
委
員
会
委
員
選
任
の

総
会
付
議
に
つ
い
て　
　

　
　
　
　
竹
田
役
員
立
候
補
者
資
格
等
審
査
委
員
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
代
理
：
高
橋
専
務
理
事
）

　

標
記
に
つ
い
て
提
案
説
明
が
あ
り
、
全
会
一
致
で

承
認
さ
れ
た
。

■
提
案
説
明

　

現
在
の
役
員
立
候
補
者
資
格
等
審
査
委
員
会
委
員

は
、
次
回
定
時
総
会
終
了
時
に
2
年
の
任
期
が
満
了

す
る
た
め
、
委
員
を
選
任
す
る
必
要
が
あ
る
。
役
員

選
任
規
程
で
は
、
委
員
は
再
任
を
妨
げ
な
い
、
た
だ

し
3
期
6
年
を
限
度
と
す
る
と
規
定
し
て
い
る
。

　

現
委
員
は
い
ず
れ
も
就
任
以
来
2
期
4
年
と
な
る

が
全
員
再
任
を
希
望
し
て
い
る
。

第
４
号
議
案　
永
年
勤
続
者
表
彰
候
補
者
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
口
総
務
委
員
長

　

標
記
に
つ
い
て
提
案
説
明
が
あ
り
、
全
会
一
致
で

承
認
さ
れ
た
。

■
提
案
説
明

　

毎
年
定
時
総
会
に
お
い
て
、
当
該
年
度
に
お
け
る

永
年
勤
続
者
表
彰
を
行
っ
て
い
る
。
今
回
は
、
規
程

に
照
ら
し
、
委
員
10
名
が
該
当
す
る
。

第
５
号
議
案　
委
員
会
委
員
の
追
加
選
任
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
専
務
理
事

　

標
記
に
つ
い
て
提
案
説
明
が
あ
り
、
全
会
一
致
で

承
認
さ
れ
た
。

■
提
案
説
明

　

建
築
物
施
設
保
全
委
員
会
教
育
研
修
専
門
委
員
会

委
員
候
補
は
、
東
京
都
中
央
・
城
北
職
業
能
力
開
発

セ
ン
タ
ー
赤
羽
校
指
導
員
の
玉
澤
伸
章
氏
で
あ
る
。

氏
は
、
保
全
委
員
会
講
師
の
中
で
不
足
し
て
い
る
ポ

ン
プ
の
整
備
講
習
な
ど
が
で
き
、
重
要
な
戦
力
と
な

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　

警
備
防
災
委
員
会
教
育
研
修
小
委
員
会
委
員
候
補

は
、
庄
司
保
氏
で
あ
る
。
氏
は
、
警
視
庁
職
員
と
し

て
警
備
公
安
部
門
を
中
心
に
41
年
間
勤
務
し
た
。
現

在
、
三
井
不
動
産
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー
ズ
株
式
会
社
で

警
備
員
教
育
に
従
事
し
て
お
り
、
警
備
員
法
定
教
育

講
習
を
担
当
し
て
も
ら
う
予
定
で
あ
る
。

　

任
期
は
、
い
ず
れ
も
令
和
6
年
5
月
1
日
か
ら
令

和
7
年
6
月
30
日
ま
で
で
あ
る
。

氏　名 会　社　名 役　職 新任 / 再任

1 尾上　雷木 スタンダードサービス株式会社 代表取締役社長 再任

2 坂本智恵美 株式会社坂本商会 代表取締役 〃

3 竹田　良平 ヒロエンジニアリング株式会社 代表取締役 〃

4 多辺田　豊 五光ビル管理株式会社 代表取締役 〃

5 松井　奈美 ビルド・メンテナンス株式会社 代表取締役社長 〃

（注１）候補者は、公益社団法人東京ビルメンテナンス協会役員選任規程第７条に基づき、委員会の推薦
による。委員の選任については、あらかじめ各候補者の承諾を得ている。

（注２）候補者は、公益社団法人東京ビルメンテナンス協会において実施する公益社団法人全国ビルメン
テナンス協会代議員選挙に関する規程第５条に基づき、全国協会東京地区代議員選挙管理委員会委員を
兼務する。

　（敬称略・氏名五十音順）
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3　
報
告
事
項

⑴　
全
国
協
会
報
告　
　
　
野
口
東
京
地
区
本
部
長

〇
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
に
お
け
る
適
切
な
価
格
転

嫁
の
円
滑
化
に
向
け
て

　

全
国
協
会
で
は
、
業
界
の
労
務
費
の
適
正
な
価
格

転
嫁
を
推
進
す
る
た
め
、
事
業
者
向
け
及
び
発
注
者

向
け
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
た
。
事
業
者
向
け

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
、
労
務
費
上
昇
の
傾
向
を
示

す
根
拠
資
料
等
を
ま
と
め
、
発
注
者
向
け
に
は
、
そ

の
他
に
業
界
全
体
の
契
約
改
定
率
や
人
件
費
の
割
合

の
高
さ
を
示
す
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
は
全
国
協
会
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
る
の
で
、
活
用
い
た
だ
き
た
い
。

⑵　
委
員
会
報
告

ア　
総
務
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
野
口
委
員
長

〇
第
14
回
定
時
総
会

（
ア
）
総
会
招
集
通
知

　

6
月
4
日
14
時
30
分
か
ら
開
催
さ
れ
る
第
14
回
定

時
総
会
に
向
け
て
、
5
月
17
日
に
総
会
招
集
通
知
を

総
会
資
料
を
添
え
て
正
会
員
の
皆
様
に
発
送
す
る
。

　

総
会
欠
席
の
正
会
員
に
は
、
委
任
状
ま
た
は
議
決

権
行
使
書
の
ど
ち
ら
か
一
方
を
6
月
3
日
17
時
ま
で

に
ご
提
出
い
た
だ
く
こ
と
で
、
議
決
権
の
行
使
を
お

願
い
す
る
。
Ｗ
ｅ
ｂ
で
の
委
任
や
議
決
権
行
使
も
可

能
で
あ
る
。

（
イ
）
総
会
次
第

　

審
議
事
項
は
、
令
和
5
年
度
事
業
報
告
、
決
算
報

告
の
ほ
か
、
令
和
6
・
7
年
度
の
役
員
立
候
補
者
資

格
等
審
査
委
員
会
委
員
選
任
の
3
件
で
あ
る
。
総
会

終
了
後
に
は
懇
親
会
を
開
催
す
る
。

（
ウ
）
還
暦
の
お
祝
い

　

総
会
当
日
、
還
暦
を
迎
え
た
会
員
に
お
祝
い
品
を

寄
贈
す
る
。

イ　
財
務
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
榎
本
委
員
長

〇
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
会
館
修
繕
工
事
等
の
実
施
報
告

　

中
期
修
繕
計
画
に
基
づ
く
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
会

館
修
繕
工
事
と
し
て
、
2
階
研
修
室
Ｐ
タ
イ
ル
貼
替

え
工
事
及
び
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
更
新
工
事
を
実
施
し
た
。

い
ず
れ
も
経
年
劣
化
等
に
よ
る
修
繕
で
あ
る
。

ウ　
労
務
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
森
井
委
員
長

（
ア
）
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
の
労
働
安
全
衛
生
に

関
す
る
標
語
等
の
募
集

　

労
働
災
害
防
止
活
動
の
さ
ら
な
る
活
発
化
を
図
る

た
め
、無
災
害
企
業
、労
働
安
全
衛
生
標
語
、ヒ
ヤ
リ
・

ハ
ッ
ト
活
動
報
告
に
つ
い
て
募
集
を
行
う
。
締
切
り

は
7
月
12
日
、
優
秀
作
品
に
つ
い
て
は
、
10
月
11
日

に
開
催
す
る
「
労
働
安
全
衛
生
大
会
」
の
席
上
で
表

彰
す
る
。

（
イ
）
現
場
で
働
く
従
業
員
の
心
の
健
康
セ
ミ
ナ
ー

実
施
報
告

　

3
月
13
日
に
「
現
場
で
働
く
従
業
員
の
心
の
健
康

セ
ミ
ナ
ー
」
を
実
施
し
た
。
第
一
部
で
は
、
森
井
理

事
が
精
神
障
害
の
労
災
認
定
基
準
の
改
正
に
つ
い
て

講
演
。
第
二
部
で
は
健
康
・
安
全
ネ
ッ
ト
サ
ポ
ー
ト

代
表
の
阿
部
氏
が
、
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の

実
例
と
対
策
を
テ
ー
マ
に
講
演
し
た
。
約
30
名
の
参

加
が
あ
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
社
内
に
メ
ン
タ
ル

不
調
で
仕
事
に
支
障
が
出
て
い
る
従
業
員
が
い
る
と

い
う
声
が
多
く
聞
か
れ
た
。

（
ウ
）
労
働
基
準
法
解
説
動
画
・
ロ
ー
プ
高
所
作
業

安
全
動
画
の
作
成
報
告

　

動
画
を
2
本
作
成
し
た
。

　

1
本
目
は
労
働
基
準
法
で
定
め
ら
れ
た
労
働
時
間

の
ル
ー
ル
に
つ
い
て
の
ア
ニ
メ
風
の
動
画
で
、
残
業

や
休
憩
に
つ
い
て
易
し
く
解
説
し
て
い
る
。
一
般
社

員
に
は
基
礎
教
育
と
し
て
、
責
任
者
に
は
法
令
順
守

の
再
確
認
と
し
て
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

　

2
本
目
は
ロ
ー
プ
高
所
作
業
に
つ
い
て
、
安
全
の

た
め
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
た
動
画
で
あ
る
。
ビ
ル

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
企
業
が
窓
ガ
ラ
ス
清
掃
な
ど
を
発
注

し
た
際
に
任
せ
っ
ぱ
な
し
に
す
る
の
で
は
な
く
、
管

理
者
と
し
て
現
場
で
作
業
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

　

い
ず
れ
も
Y
o
u
T
u
b
e
で
公
開
し
て
い
る
の

で
、
活
用
し
て
ほ
し
い
。

エ　
厚
生
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
小
茅
委
員
長

（
ア
）
第
2
0
9
回
ゴ
ル
フ
大
会
の
開
催

　

今
年
度
よ
り
ゴ
ル
フ
大
会
は
春
の
み
年
1
回
と
し

て
い
る
。
5
月
30
日
に
埼
玉
県
の
石
坂
ゴ
ル
フ
倶
楽

部
で
開
催
を
予
定
し
て
い
る
。

（
イ
）
第
66
回
東
京
都
交
響
楽
団
演
奏
会
特
別
招
待

募
集
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年
4
回
実
施
す
る
事
業
の
第
1
回
目
の
募
集
で
あ

る
。
7
月
24
日
に
東
京
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
る
が
、

E
X
席
で
10
組
20
名
の
募
集
を
し
て
お
り
、
締
切
り

は
7
月
1
日
で
あ
る
。

（
ウ
）
都
立
動
物
園
・
水
族
園
招
待
募
集
に
つ
い
て

　

今
年
度
は
特
に
人
気
の
高
い
上
野
動
物
園
を
、
昨

年
度
の
倍
の
1
0
0
組
2
0
0
名
に
増
員
し
て
募
集

し
て
い
る
。
5
月
下
旬
に
は
チ
ケ
ッ
ト
の
送
付
を
予

定
し
て
い
る
。

の
作
成
報
告

オ　
経
営
研
究
委
員
会　
　
　
　
　
梶
山
委
員
長

〇
令
和
６
年
度
東
京
都
所
有
の
建
築
物
の
維
持
管
理

に
関
す
る
要
望
の
回
答

　

昨
年
12
月
に
東
京
都
に
行
っ
た
予
算
要
望
に
対
す

る
回
答
が
届
い
た
。
継
続
要
望
が
多
い
た
め
大
き
な

進
展
は
な
い
が
、
総
合
評
価
案
件
入
札
時
期
の
前
倒

し
に
関
す
る
要
望
に
つ
い
て
は
、
実
際
に
前
倒
し
さ

れ
た
案
件
も
あ
っ
た
。
引
き
続
き
そ
の
拡
大
を
要
望

し
て
い
く
。

　

ま
た
、
社
会
保
険
の
加
入
確
認
に
つ
い
て
は
要
望

が
実
現
し
、
令
和
6
年
1
月
に
東
京
都
が
東
京
都
社

会
保
険
労
務
士
会
に
委
託
し
て
入
札
参
加
資
格
者
全

員
を
対
象
と
し
た
確
認
を
行
っ
た
。

　

今
回
の
要
望
回
答
を
踏
ま
え
、
令
和
7
年
度
予
算

要
望
を
進
め
て
い
く
。

カ　
建
築
物
衛
生
管
理
委
員
会　
　
谷
川
委
員
長

〇
ノ
ン
ワ
ッ
ク
ス
床
材
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
関
す
る

調
査
報
告
書
の
作
成
報
告

　

近
年
増
加
し
て
い
る
ノ
ン
ワ
ッ
ク
ス
床
材
の
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
を
テ
ー
マ
に
報
告
書
を
作
成
し
た
。
特
性

を
知
ら
ず
に
ワ
ッ
ク
ス
塗
布
を
行
っ
た
結
果
、
密
着

不
良
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
事
例
が
あ
る
。

　

本
報
告
書
で
は
、
各
社
の
管
理
状
況
に
つ
い
て
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
に
加
え
、
床
材
の
判
別
方
法
、

実
際
の
管
理
現
場
で
の
注
意
・
工
夫
し
て
い
る
点
や

今
後
の
課
題
な
ど
を
紹
介
し
て
い
る
。
ノ
ン
ワ
ッ
ク

ス
床
材
を
施
工
す
れ
ば
全
く
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
し
な
く

て
も
い
い
と
認
識
し
て
い
る
オ
ー
ナ
ー
も
い
る
た
め
、

会
員
各
社
で
苦
労
し
て
い
る
と
思
う
。
本
報
告
書
は

協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧
可
能
で
あ
る
の
で
、

参
考
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

キ　
警
備
防
災
委
員
会　
　
　
　
　
鈴
木
委
員
長

〇
立
入
の
現
状
と
警
備
業
の
課
題
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

　

4
月
3
日
、「
立
入
の
現
状
と
警
備
業
の
課
題
セ
ミ

ナ
ー
」
を
開
催
し
た
。
一
般
社
団
法
人
全
国
警
備
業

協
会
の
小
澤
氏
や
警
視
庁
の
大
割
氏
か
ら
、
警
備
業

界
の
現
状
や
適
正
取
引
の
推
進
、
立
入
調
査
時
の
注

意
事
項
な
ど
に
つ
い
て
講
義
い
た
だ
い
た
。
59
名
が

受
講
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
好
評
を
い
た
だ
い
た
。

ク　
建
築
物
施
設
保
全
委
員
会　
　
向
山
委
員
長

（
ア
）
初
心
者
の
た
め
の
設
備
管
理
入
門
講
習
の
実

施
報
告

　

協
会
専
任
講
師
に
よ
る
講
習
は
1
回
目
、
2
回
目

と
も
に
ほ
ぼ
満
席
だ
っ
た
。
令
和
5
年
度
は
2
回
実

施
し
た
が
、
令
和
6
年
度
は
3
回
予
定
し
て
お
り
、

6
月
講
習
に
つ
い
て
は
、
現
在
募
集
中
で
あ
る
。

（
イ
）
厳
格
化
し
た
消
防
の
査
察
と
建
物
管
理
セ
ミ

ナ
ー
の
実
施
報
告

　

元
東
京
消
防
庁
理
事
・
総
務
部
長
の
荒
井
氏
に
よ

る
セ
ミ
ナ
ー
で
あ
り
、
査
察
受
入
れ
側
の
準
備
す
べ

き
ポ
イ
ン
ト
と
い
う
テ
ー
マ
で
、70
名
の
参
加
が
あ
っ

た
。

（
ウ
）
赤
外
線
サ
ー
モ
グ
ラ
フ
ィ
の
選
定
及
び
活
用

に
つ
い
て
の
作
成
報
告

（
エ
）
ビ
ル
遠
隔
監
視
に
よ
る
常
駐
設
備
員
の
業
務

省
力
化
に
つ
い
て
の
調
査
報
告
書
の
作
成
報
告

　

標
記
２
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
調
査
結
果
を
冊
子

に
ま
と
め
た
。

（
オ
）
設
備
管
理
・
保
全
講
習
の
実
技
紹
介
動
画
の

作
成
報
告

　

初
級
レ
ベ
ル
講
習
会
の
実
技
に
関
す
る
動
画
を
作

成
し
た
。

ケ　
障
が
い
者
等
自
立
支
援
委
員
会　
工
藤
委
員
長

〇
令
和
５
年
度 

特
別
支
援
学
校
清
掃
巡
回
指
導
の
実

施
報
告

　

令
和
5
年
7
月
か
ら
6
年
2
月
に
か
け
て
、
都
の

特
別
支
援
学
校
に
お
い
て
清
掃
巡
回
指
導
を
実
施
し

た
。「
清
掃
検
定
対
策
指
導
」
は
11
校
に
20
回
、「
清

掃
親
子
教
室
」
は
12
校
に
17
回
、「
校
内
日
常
清
掃
作

業
指
導
」
は
3
校
に
3
回
開
催
し
た
。
清
掃
巡
回
指

導
と
し
て
は
合
計
40
回
開
催
し
、
前
年
比
１
０
１
名

増
の
児
童
・
生
徒
延
べ
７
１
２
名
に
指
導
を
行
っ
た
。

　

学
校
か
ら
は
、「
専
門
的
な
立
場
か
ら
の
と
て
も
よ

い
指
導
で
あ
り
、
令
和
6
年
度
も
継
続
し
て
実
施
し
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て
い
た
だ
き
た
い
」
と
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

コ　
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ
ェ
ア
実
行
委
員
会　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
委
員
長

〇
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ
ェ
ア
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ

２
０
２
４
の
開
催
（
進
捗
報
告
）

　

4
月
よ
り
フ
ェ
ア
特
設
サ
イ
ト
に
お
い
て
出
展
社

の
一
覧
を
掲
載
し
た
ほ
か
、
来
場
者
に
向
け
た
事
前

登
録
の
受
付
も
開
始
し
て
い
る
。
5
月
中
旬
に
も
案

内
チ
ラ
シ
が
完
成
予
定
で
、
会
員
の
皆
様
に
配
付
し

て
周
知
を
図
る
ほ
か
、
詳
細
な
情
報
が
掲
載
さ
れ
た

ガ
イ
ド
に
つ
い
て
は
、
過
去
の
来
場
者
に
も
送
付
予

定
で
あ
る
。

　

自
社
社
員
の
皆
様
や
取
引
先
な
ど
、
多
く
の
方
に

働
き
か
け
て
い
た
だ
き
、
事
前
来
場
登
録
へ
の
協
力

を
お
願
い
す
る
。
詳
細
は
フ
ェ
ア
特
設
サ
イ
ト
を
ご

覧
い
た
だ
き
た
い
。

⑶　
代
表
理
事
・
業
務
執
行
理
事
の
活
動
報
告

　
　
令
和
５
年
10
月
か
ら
令
和
６
年
３
月
ま
で
の

　
　
活
動
報
告　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
専
務
理
事

　

代
表
理
事
で
あ
る
佐
々
木
会
長
は
、
三
役
会
を
主

宰
し
て
、
協
会
運
営
等
の
確
認
・
指
導
を
行
い
、
ま

た
都
知
事
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
臨
ん
で
要
望
を
行
う
と
と

も
に
、
他
団
体
と
の
交
流
を
図
っ
た
。

　

木
村
副
会
長
、
野
口
副
会
長
、
梶
山
副
会
長
は
三

役
会
、
労
働
安
全
衛
生
大
会
に
出
席
し
た
。
こ
の
ほ

か
木
村
副
会
長
は
、
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ
ェ
ア
実

行
委
員
会
を
主
宰
、ま
た
総
務
委
員
会
、財
務
委
員
会
、

広
報
委
員
会
、
建
築
物
施
設
保
全
委
員
会
に
出
席
し

て
助
言
す
る
と
と
も
に
、
大
阪
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

協
会
と
の
情
報
交
換
会
に
出
席
し
た
。

　

野
口
副
会
長
は
、
総
務
委
員
会
を
主
宰
、
ま
た
建

築
物
衛
生
管
理
委
員
会
、
厚
生
委
員
会
、
警
備
防
災

委
員
会
で
助
言
し
た
ほ
か
、
委
員
会
主
催
セ
ミ
ナ
ー

に
出
席
、
さ
ら
に
他
団
体
と
の
交
流
を
図
っ
た
。

　

梶
山
副
会
長
は
、
経
営
研
究
委
員
会
を
主
宰
、
さ

ら
に
労
務
管
理
委
員
会
及
び
障
が
い
者
等
自
立
支
援

委
員
会
で
助
言
し
た
。
ま
た
、
都
知
事
ヒ
ア
リ
ン
グ
、

東
京
都
財
務
局
と
の
意
見
交
換
会
に
臨
む
と
と
も
に

他
団
体
と
の
交
流
を
図
っ
た
。

　

一
戸
名
誉
会
長
は
、
三
役
会
に
出
席
し
、
理
事
会

運
営
等
の
確
認
や
助
言
、
指
導
を
行
っ
た
。

　

高
橋
専
務
理
事
は
、三
役
会
、労
働
安
全
衛
生
大
会
、

総
務
委
員
会
、
財
務
委
員
会
及
び
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
フ
ェ
ア
実
行
委
員
会
に
出
席
し
た
。
ま
た
、
都
知

事
ヒ
ア
リ
ン
グ
、
東
京
都
財
務
局
と
の
意
見
交
換
会

に
出
席
す
る
と
と
も
に
、
他
団
体
と
の
交
流
を
図
っ

た
。
こ
の
ほ
か
事
務
局
業
務
全
般
に
わ
た
る
総
括
的

運
営
に
当
た
っ
た
。

⑷　
事
務
局
報
告　
　
　
　
　
　
　
高
橋
専
務
理
事

ア　
主
な
出
来
事

3
月
5
日　

三
役
会
、
第
1
3
4
回
理
事
会
、
地
区

本
部
会
議

　
　

13
日　

地
区
本
部
事
務
局
長
会
議

4
月
2
日　

三
役
会

　
　

10
日　

地
区
本
部
事
務
局
長
会
議

　
　

30
日　

令
和
5
年
度
監
査

イ　
今
後
の
予
定

6
月
4
日　

三
役
会
、
第
14
回
定
時
総
会

7
月
2
日　

三
役
会
、
第
１
３
６
回
理
事
会

　
　

12
日　

全
国
協
会
東
京
地
区
代
議
員
会
議

18
～
19
日　

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ
ェ
ア
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ 

２
０
２
４
（
会
場
：
都
立
産
業
貿
易
セ

ン
タ
ー
浜
松
町
館
）

　
　

24
日　

全
国
協
会
定
時
総
会
（
会
場
：
メ
ト
ロ

ポ
リ
タ
ン
仙
台
）

9
月
3
日　

三
役
会
、
第
１
３
７
回
理
事
会

ウ　
会
員
数
の
推
移

　

正
会
員
５
１
３
社
、
賛
助
会
員
69
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
令
和
6
年
5
月
1
日
現
在
）

５　
そ
の
他

　

ク
ー
ル
ビ
ス
の
実
施
（
5
月
1
日
～
10
月
31
日
）



24危ないな　一人が思えば　改善点

※掲載製品の性能等についての説明内容は、当該賛助会員からの情報です。

Recommended Productsおすすめ
製品コーナー

詳細は当協会事務局　pr@tokyo-bm.or.jp　までご連絡ください。

▲賛助会員の皆様からおすすめ製品の情報を募集いたします。奮ってご応募ください。製品情報募集
（掲載料無料）

www.hakaru.ai

詳しくは
ウェブサイトで
チェック＞＞＞

サービスの特長
●スマホアプリの操作が単純で年齢に関係なく使いやすい
●画像も同時に保存でき、持ち物はスマホだけに！
●使用量・前月比％も瞬時に表示できる
●パソコンでも同時に検針値や写真が見られる
● iOS、Android 端末に対応
●チェック形式の点検も記録・保存ができる

メーターを見て台帳に数値を記録、写真も撮影し、電
卓で計算。事務所に戻ってその数値をエクセル入力…。
さまざまなミス防止対策を講じながら行っている毎月
のメーター検針。それでも誤検針が起こってしまうの
は、実は作業工程にリスクが潜んでいるから。
「hakaru.ai byGMO」の検針作業は、メーターをスマ
ホアプリで撮影するだけ。数秒後には写真から読み
取った検針値と画像が画面に表示され、そのまま台帳
に自動保存。検針時には数値が音声でも読み上げられ、
五感を使ったダブルチェックができるから作業ミスを
なくせます。
また、保存された点検データは遠隔でパソコンからも
すぐに閲覧ができ、エクセル入力作業も削減されます。
ペーパーレス化と品質向上、作業時間の圧縮をを同時
に叶えるAIツールをぜひご利用ください！

スマホで検針「hakaru.ai byGMO」
メーター検針・点検の業務改善ツール

GMOグローバルサイン・ホールディングス株式会社
TEL 0800-1234-250（平日10:00～18:00）

メーターを撮影するだけ
の簡単操作で業務改善！
検針ミス・誤請求を回避する

ハ カ ル エーアイ



25 忘れるな　基本動作と　再確認

一
　
十
分
な
予
算
の
措
置
及
び
契
約
期
間
途
中
で
の

　
　
契
約
金
額
変
更
等
に
つ
い
て

要
望
内
容

⑴　

前
文
に
記
載
の
と
お
り
、
庁
舎
、
公
共
施
設
等
の
管
理
に
係
る
ビ
ル
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
業
務
に
関
す
る
契
約
の
履
行
確
保
を
図
る
観
点
か
ら
、
適
切
な
予
算
計

上
を
行
う
と
と
も
に
、
最
低
賃
金
の
年
度
途
中
の
引
き
上
げ
等
も
見
込
ん
だ
適

正
な
予
定
価
格
を
設
定
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

都
の
回
答

　
予
定
価
格
に
つ
い
て
は
、
各
局
に
お
い
て
、
労

務
単
価
や
物
価
の
動
向
な
ど
を
踏
ま
え
、
適
正
な

積
算
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

　
な
お
、
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
へ
の
対
応
に
つ

い
て
は
、
国
通
知
な
ど
も
踏
ま
え
、
こ
れ
に
よ
る

契
約
変
更
の
必
要
性
が
あ
る
場
合
は
受
発
注
者
間

の
協
議
に
よ
っ
て
適
切
な
対
応
を
図
る
よ
う
、
各

局
に
対
し
て
周
知
を
図
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ

の
他
の
要
因
に
よ
る
契
約
変
更
に
つ
い
て
は
、
積

算
内
容
に
応
じ
て
、
受
発
注
者
間
の
協
議
に
基
づ

き
適
切
に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

 

（
所
管
部 

財
務
局
経
理
部
総
務
課
）

要
望
内
容

⑵　

複
数
年
契
約
案
件
に
お
い
て
建
築
保
全
業
務
労
務
単
価
な
ど
が
変
更
さ
れ
た

際
、
東
京
都
に
お
い
て
は
旧
労
務
単
価
か
ら
新
労
務
単
価
に
改
定
す
る
た
め
の

契
約
変
更
を
認
め
て
い
た
だ
け
な
い
ケ
ー
ス
が
一
部
に
あ
る
旨
側
聞
し
て
お
り

ま
す
。
関
係
省
庁
に
よ
る
累
次
の
通
知
等
に
従
い
、
適
切
に
ご
対
応
い
た
だ
き

た
い
。

都
の
回
答

　
新
労
務
単
価
へ
の
契
約
変
更
に
つ
い
て
は
、
現
在
委
託
案
件
で
は
、
公
共
工

事
設
計
労
務
単
価
及
び
建
築
保
全
業
務
労
務
単
価
を
使
用
し
て
い
る
一
部
の
案

件
に
つ
い
て
契
約
変
更
を
認
め
て
お
り
ま
す
が
、
他
案
件
へ
の
適
用
に
つ
い
て

は
、
各
案
件
の
積
算
内
容
を
踏
ま
え
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

 

（
所
管
部 

財
務
局
経
理
部
総
務
課
）

要
望
内
容

⑶　

万
一
、
業
務
委
託
入
札
に
最
低
制
限
価
格
制
度
を
導
入
す
る
場
合
に
は
、
予

め
本
協
会
と
十
分
に
協
議
す
る
と
と
も
に
、
技
術
力
・
経
営
力
に
よ
る
競
争
を

損
ね
る
弊
害
が
生
じ
な
い
よ
う
、
十
分
な
配
慮
を
お
願
い
し
た
い
。
特
に
、
労

働
集
約
型
業
務
で
あ
る
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
務
の
人
件
費
割
合
は
85
％
程
度

と
言
わ
れ
て
お
り
、
深
刻
な
人
手
不
足
の
中
、
安
定
し
た
業
務
の
品
質
を
確
保

で
き
る
よ
う
、
最
低
制
限
価
格
は
予
定
価
格
の
85
％
以
上
で
設
定
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

令
和
６
年
度 

東
京
都
所
有
の
建
築
物
の

維
持
管
理
に
関
す
る
要
望
の
回
答

　
令
和
5
年
12
月
、
東
京
都
知
事
に
提
出
し
た
要
望
書
の
回
答
が
、
東
京
都
か
ら
都
議
会
各
会
派
を
通
じ
て
届
い
た
の
で
報
告
す
る
。
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都
の
回
答

　
最
低
制
限
価
格
制
度
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
業
務
委
託
は
一
般
的
に
委
託
内

容
が
多
岐
に
亘
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
積
算
基
準
を
共
通
化
す
る
こ
と
に
よ
る

影
響
、
適
用
す
べ
き
業
務
分
野
の
範
囲
等
の
課
題
が
あ
り
、
引
き
続
き
検
討
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。 

（
所
管
部 

財
務
局
経
理
部
総
務
課
）

二
　
総
合
評
価
制
度
の
拡
充
に
つ
い
て

要
望
内
容

⑴　

総
合
評
価
方
式
適
用
案
件
は
徐
々
に
増
加
し
て
お
り
ま
す
が
、
依
然
と
し
て

都
の
入
札
案
件
に
お
け
る
割
合
は
低
く
、
価
格
競
争
が
中
心
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
結
果
と
し
て
、
低
価
格
入
札
も
招
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
一
定
金
額
以
上

の
案
件
に
つ
い
て
は
総
合
評
価
方
式
か
つ
複
数
年
契
約
と
す
る
よ
う
検
討
の
上
、

各
局
に
も
ご
指
導
い
た
だ
き
た
い
。

都
の
回
答

　
総
合
評
価
方
式
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
都
が
発
注
す
る
業
務
委
託
等
に
お
け

る
品
質
確
保
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
も
各
局
等
に
対
し
総
合
評
価
方
式
及
び
複
数

年
契
約
を
積
極
的
に
検
討
す
る
よ
う
周
知
し
て
お
り
ま
す
。

 

（
所
管
部 

財
務
局
経
理
部
総
務
課
）

要
望
内
容

⑵　

ゼ
ロ
都
債
の
活
用
拡
大
に
よ
る
、
入
札
時
期
の
前
倒
し
に
つ
い
て
令
和
６
年

度
契
約
か
ら
の
本
格
導
入
に
つ
い
て
準
備
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
引

き
続
き
総
合
評
価
案
件
に
つ
い
て
は
、
十
分
な
引
継
ぎ
期
間
を
確
保
し
、
年
度

当
初
か
ら
質
の
高
い
業
務
が
履
行
で
き
る
よ
う
、
入
札
時
期
を
設
定
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

都
の
回
答

　
都
に
お
い
て
は
、
令
和
４
年
７
月
に
公
表
さ
れ
た
「
シ
ン
・
ト
セ
イ
加
速
化

方
針
２
０
２
２
」
に
よ
り
ゼ
ロ
都
債
の
活
用
拡
大
を
掲
げ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
方
針
に
基
づ
き
、
各
局
に
お
い
て
検
討
の
上
対
応
が
行
わ
れ
る
も
の
と
認

識
し
て
お
り
ま
す
。 

（
所
管
部 

財
務
局
経
理
部
総
務
課
）

要
望
内
容

⑶　

前
述
の
２
月
24
日
付
閣
議
決
定
に
「
建
築
物
の
維
持
管
理
に
係
る
契
約
に
当

た
っ
て
は
、
エ
コ
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
等
を
活
用
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
等
の
デ
ー

タ
計
測
・
分
析
及
び
分
析
結
果
を
反
映
し
た
運
用
改
善
を
実
施
事
業
者
に
求
め

る
も
の
と
す
る
」
と
あ
り
ま
す
。
政
策
的
評
価
項
目
に
つ
い
て
は
、エ
コ
チ
ュ
ー

ニ
ン
グ
認
定
事
業
者
で
あ
る
こ
と
や
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

（
Ｉ
Ｓ
Ｏ
５
０
０
０
１
）、
イ
ン
ス
ペ
ク
タ
ー
等
の
資
格
者
の
保
有
状
況
、
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ー
に
関
す
る
認
定
（
Ｉ
Ｓ
Ｏ
２
７
０
０
１
）、
本
協
会
加
盟
の
有
無
等
に

つ
い
て
も
加
点
要
素
と
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

都
の
回
答

　
総
合
評
価
に
お
い
て
は
、
公
共
調
達
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
も
都
の
政
策
目

的
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
個
別
の
法
令
に
よ
り
公
共
調
達
の
落

札
者
決
定
に
当
た
り
考
慮
す
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
項
目
な
ど
を
政
策
的
評
価

項
目
と
し
て
お
り
、
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
等
の
項
目
や
障
害
者
雇
用
の
項
目
な

ど
に
つ
い
て
設
定
項
目
例
と
し
て
定
め
て
お
り
ま
す
。

　
ご
指
摘
の
項
目
に
つ
い
て
は 

、
政
策
的
評
価
項
目
に
は
馴
染
み
に
く
い
も
の

も
あ
り
、
総
合
評
価
の
加
点
項
目
に
設
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
慎
重
に
検
討

し
て
ま
い
り
ま
す
。 

（
所
管
部 

財
務
局
経
理
部
総
務
課
）

要
望
内
容

⑷　

総
合
評
価
方
式
の
適
用
案
件
に
つ
い
て
は
、
清
掃
業
務
、
警
備･

受
付
業
務

に
加
え
て
、
設
備
管
理
に
つ
い
て
も
価
格
点
上
限
を
設
定
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
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都
の
回
答

　
価
格
点
の
上
限
設
定
を
適
用
し
て
い
る
建
物
清
掃
及
び
警
備
・
受
付
以
外
の

業
務
に
つ
い
て
は
、
業
務
ご
と
の
上
限
設
定
の
必
要
性
や
配
点
バ
ラ
ン
ス
等
を

踏
ま
え
、
今
後
検
討
し
て
い
き
ま
す
。 

（
所
管
部 

財
務
局
経
理
部
総
務
課
）

要
望
内
容

⑸　

総
合
評
価
方
式
に
中
小
業
者
が
参
入
す
る
方
式
と
し
て
「
事
業
協
同
組
合
」

の
活
用
を
考
え
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
個
別
発
注
案
件
に
対
応
す
る
た
め
に
事
業

協
同
組
合
を
設
立
す
る
の
は
期
間
や
経
費
等
の
観
点
か
ら
、
現
実
的
で
な
い
と

思
わ
れ
ま
す
。中
で
も
、一
定
規
模
以
上
の
総
合
管
理
案
件
に
お
い
て
は
、異
な
っ

た
業
態
の
業
者
の
協
同
が
有
効
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
Ｊ
Ｖ
で
の
入
札
参
加
に
つ

い
て
ご
検
討
い
た
だ
き
た
い
。

都
の
回
答

　
東
京
都
で
は
、
原
則
と
し
て
、
建

物
清
掃
、
電
気
・
暖
冷
房
設
備
保
守

等
、
営
業
種
目
ご
と
に
分
離
分
割
発

注
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
規
模
が

小
さ
く
分
割
す
る
こ
と
で
合
理
性
が

損
な
わ
れ
る
等
の
理
由
の
あ
る
案
件

に
つ
い
て
は
、
複
数
の
営
業
種
目
を

合
わ
せ
た
い
わ
ゆ
る
総
合
建
物
管
理

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
総
合
建
物

管
理
案
件
に
つ
い
て
は
、
競
争
性
が

確
保
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
履
行
上
の

問
題
も
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

今
後
必
要
に
応
じ
て
検
討
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

 

（
所
管
部 

財
務
局
経
理
部
総
務
課
）

三
　
契
約
内
容
の
履
行
確
保
と
入
札
参
加
資
格
の

　
　
審
査
に
つ
い
て

要
望
内
容

⑴　

入
札
参
加
申
請
の
際
の
等
級
（
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
）
に
関
し
、
不
正
な
申
請
を
防

ぐ
た
め
、
公
共
工
事
の
経
営
事
項
審
査
に
準
じ
、
決
算
報
告
書
と
共
に
確
定
申

告
書
の
写
し
を
添
付
さ
せ
、
契
約
実
績
に
つ
い
て
も
特
に
清
掃
・
設
備
・
警
備

に
関
し
て
売
上
の
半
分
以
上
の
契
約
書
の
写
し
を
添
付
さ
せ
る
よ
う
要
望
し
ま

す
。
申
請
時
に
は
困
難
な
場
合
、
落
札
者
に
対
し
て
事
後
審
査
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

都
の
回
答

　
入
札
参
加
資
格
の
等
級
決
定
に
お
い
て
は
、
申
請
日
現
在
で
確
定
し
て
い
る

直
近
の
決
算
年
度
の
財
務
諸
表
等
に
基
づ
き
行
っ
て
い
ま
す
。

　
申
請
後
に
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
申
請
内
容
を
確
認
で
き
る
書
類
を
求
め
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
資
格
審
査
に
必
要
な
書
類
に
つ
い
て
は
、
今
後
と
も
検

討
し
て
い
き
ま
す
。 

（
所
管
部 

財
務
局
経
理
部
契
約
第
二
課
）

要
望
内
容

⑵　

業
者
指
名
の
段
階
で
は
、
適
切
な
履
行
能
力
の
有
無
を
審
査
す
る
と
と
も
に
、

十
分
な
積
算
能
力
が
な
い
業
者
の
参
加
を
防
い
で
い
た
だ
き
た
い
。

都
の
回
答

　
業
者
指
名
は
、
入
札
参
加
資
格
手
続
き
を
経
て
登
録
さ
れ
た
東
京
都
入
札
参

加
資
格
名
簿
の
登
録
業
者
の
中
か
ら
、
指
名
基
準
に
基
づ
き
、
発
注
契
約
の
内

容
に
適
し
た
専
業
性
及
び
技
術
的
適
性
、過
去
の
履
行
成
績
等
を
踏
ま
え
て
行
っ

て
い
ま
す
。 

（
所
管
部 

財
務
局
経
理
部
総
務
課
）
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要
望
内
容

⑶　

入
札
参
加
の
際
に
は
、
入
札
金
額
の
根
拠
と
な
る
積
算
資
料
（
直
接
人
件
費
、

法
定
福
利
費
、
直
接
物
品
費
、
業
務
管
理
費
、
一
般
管
理
費
等
の
内
訳
）
の
提

出
を
求
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

都
の
回
答

　
都
が
発
注
す
る
委
託
等
の
案
件
に
つ
い
て
は
積
算
資
料
の
提
出
を
全
て
の
案

件
を
対
象
と
し
て
は
求
め
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
低
価
格
等
、
積
算
内
容
の
確
認

を
行
う
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
個
別
の
対
応
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

 

（
所
管
部 

財
務
局
経
理
部
総
務
課
）

要
望
内
容

⑷　

業
者
指
名
段
階
あ
る
い
は
落
札
後
に
、
各
入
札
参
加
資
格
に
適
合
し
て
い
る

こ
と
を
証
明
す
る
書
類
、
特
に
納
税
証
明
書
、
従
事
者
の
社
会
保
険
・
雇
用
保

険
適
用
状
況
に
関
す
る
資
料
の
提
出
を
求
め
る
な
ど
、
個
々
の
従
事
者
の
保
険

加
入
や
最
低
賃
金
の
遵
守
等
を
促
が
す
取
組
み
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

都
の
回
答

　

都
が
登
録
事
業
者
や
そ
の
従
業
員
全
て
の

加
入
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
は
受
発
注
者
双

方
に
大
き
な
負
担
と
な
り
、
実
務
上
困
難
で

あ
り
、
ま
た
都
に
そ
の
権
限
も
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
な
が
ら
、
未
加
入
者
へ
の
対
応
が
重

要
で
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
お
り
、
こ
れ
ま

で
財
務
局
契
約
第
二
課
発
注
の
案
件
に
つ
い

て
社
会
保
険
等
の
加
入
を
入
札
参
加
条
件
と

し
て
い
ま
し
た
が
、
令
和
5
年
10
月
1
日
以

降
に
公
表
す
る
案
件
に
つ
い
て
は
、
特
定
調

達
契
約
案
件
を
除
く
す
べ
て
の
入
札
案
件
で

社
会
保
険
等
の
加
入
を
参
加
要
件
と
す
る
な

ど
、
加
入
促
進
に
努
め
て
い
ま
す
。

 

（
所
管
部 

財
務
局
経
理
部
総
務
課
）

要
望
内
容

⑸　

総
合
評
価
案
件
以
外
で
も
、
事
業
者
の
技
術
力
、
経
営
力
等
に
つ
い
て
適
切

に
審
査
・
評
価
で
き
る
体
制
整
備
を
望
み
ま
す
。
適
切
な
追
加
調
査
を
実
施
し
、

履
行
確
保
の
た
め
に
積
算
内
訳
書
、
業
務
履
行
提
案
書
や
誓
約
書
の
提
示
を
求

め
る
な
ど
、
確
実
に
履
行
さ
せ
る
取
組
み
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

都
の
回
答

　
事
業
者
の
経
営
力
に
つ
い
て
は
、
資
格
審
査
時
に
年
間
総
売
上
高
、
自
己
資

本
額
な
ど
の
客
観
的
審
査
事
項
と
営
業
種
目
ご
と
の
売
上
高
に
よ
る
主
観
的
審

査
事
項
に
よ
り
審
査
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
技
術
力
な
ど
価
格
以
外
の
要
素
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
案
件
で
は
、

総
合
評
価
方
式
を
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
そ
れ
以
外
の

案
件
で
も
、
業
務
内
容
に
応
じ
て
、
入
札
参
加
に
必
要
と
な
る
条
件
を
付
す
こ

と
に
よ
り
、
適
正
な
履
行
の
確
保
を
図
っ
て
い
ま
す
。

 

（
所
管
部 

財
務
局
経
理
部
総
務
課
）

要
望
内
容

⑹　

業
務
委
託
の
品
質
の
向
上
を
図
る
た
め
、
評
価
結
果
の
一
般
へ
の
公
表
に
つ

い
て
引
き
続
き
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
令
和
元
年
12
月
に
東
京
都

が
公
表
し
た
「
準
備
契
約
案
件
に
お
け
る
落
札
後
辞
退
に
関
す
る
注
意
事
項
」

に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
徹
底
を
お
願
い
し
た
い
。

都
の
回
答

　
業
務
委
託
の
品
質
の
向
上
を
図
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
評
定
対
象
契
約
の
希
望

結
果
の
通
知
を
、
平
成
30
年
度
よ
り
、
全
受
託
者
に
対
し
て
通
知
す
る
こ
と
と

し
て
お
り
ま
す
。
受
託
者
が
自
身
の
評
価
結
果
を
認
識
す
る
こ
と
が
品
質
の
向

上
に
繋
が
る
と
考
え
る
こ
と
か
ら
、
現
時
点
で
は
評
価
結
果
の
一
般
へ
の
公
表

を
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、「
準
備
契
約
案
件
に
お
け
る
落
札
後
辞
退
に
関
す
る
注
意
事
項
」
の
周

知
・
徹
底
は
引
き
続
き
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

 
（
所
管
部 

財
務
局
経
理
部
総
務
課
、
財
務
局
経
理
部
契
約
第
二
課
）
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四
　
障
害
者
雇
用
の
促
進
に
つ
い
て

要
望
内
容

⑴　

障
害
者
雇
用
促
進
モ
デ
ル
入
札
案
件
に
つ
い
て
鋭
意
ご
検
討
・
ご
指
導
い
た

だ
い
て
い
ま
す
が
、
当
該
案
件
の
内
容
は
、
障
害
者
の
勤
務
日
数
や
勤
務
時
間

が
少
な
い
案
件
が
依
然
と
し
て
大
宗
を
占
め
、
実
際
に
は
障
害
者
雇
用
の
モ
デ

ル
に
は
な
り
え
な
い
も
の
で
す
。
障
害
者
の
常
用
雇
用
に
つ
な
が
る
契
約
を
増

や
す
と
と
も
に
、
危
険
な
作
業
を
伴
う
契
約
は
除
外
す
る
な
ど
、
真
に
障
害
者

雇
用
の
拡
大
に
つ
な
が
る
内
容
の
入
札
を
実
施
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

都
の
回
答

　
障
害
者
雇
用
促
進
モ
デ
ル
入
札
に
つ
い
て
は
、
障
害
者
の
雇
用
と
就
労
の
場

を
拡
充
す
る
た
め
の
入
札
・
契
約
制
度
に
お
け
る
取
組
の
一
つ
と
し
て
、
試
行

を
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
令
和
5
年
度
に
は
、
履
行
の
実
績
や
改
善
へ
向
け
た
意
見
な
ど
、
現
場
の
声

を
把
握
す
る
た
め
、
令
和
４
年
度
に
モ
デ
ル
入
札
案
件
を
受
託
し
た
事
業
者
や

現
場
職
員
等
に
対
し
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
試
行
の
状
況
や
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
踏
ま
え
、
対
象
案
件
の
拡
大
や
契
約
条

件
の
改
善
に
向
け
、
関
係
局
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。 

（
所
管
部 

財
務
局
経
理
部
総
務
課
）

要
望
内
容

⑵　

各
事
業
者
の
障
害
者
雇
用
率
に
つ
い
て
は
常
に
変
化
し
て
お
り
ま
す
。
一
時

点
で
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
年
間
平
均
で
算
出
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

都
の
回
答

　
資
格
審
査
の
各
審
査
項
目
に
つ
い
て
は
、
申
請
日
時
点
に
お
け
る
直
近
の
数

値
で
審
査
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
な
お
、
障
害
者
雇
用
率
に
つ
い
て
は
、
資
格
登
録
後
に
雇
用
率
が
変
化
し
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
ヘ
の
障
害
者
雇
用
状
況
報
告
書
の
提
出
義
務
の
あ
る
事
業
者
が

新
た
な
報
告
書
を
受
理
さ
れ
た
際
に
は
、
入
札
参
加
資
格
の
再
審
査
を
申
請
い

た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
再
審
査
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

 

（
所
管
部 

財
務
局
経
理
部
契
約
第
二
課
）

要
望
内
容

⑶　

入
札
参
加
資
格
定
期
受
付
に
当
た
り
、
障
害
者
雇
用
率
に
つ
い
て
の
段
階
的

加
点
は
導
入
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
法
定
雇
用
率
が
２
０
２
４
年
4
月
以
降
、

段
階
的
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
中
、
上
限
が
５
点
の
ま
ま
で
あ
る
た
め
、
配
点
の

比
重
の
拡
大
を
図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

都
の
回
答

　
現
行
の
資
格
審
査
で
は
、
雇
用
率
２・
２
％
以
上
に
つ
い
て
３
点
加
算
、
雇

用
率
２・
３
％
以
上
で
５
点
加
算
し
て
い
ま
す
が
、
加
点
対
象
と
な
る
雇
用
率

の
引
き
下
げ
に
つ
い
て
は
、
登
録
事
業
者
の
法
定
雇
用
率
達
成
状
況
や
資
格
審

査
に
お
け
る
格
付
上
の
あ
り
方
等
を
勘
案
し
つ
つ
、
引
き
続
き
検
討
し
て
い
き

ま
す
。 

（
所
管
部 

財
務
局
経
理
部
契
約
第
二
課
、
財
務
局
経
理
部
総
務
課
）

要
望
内
容

⑷　

入
札
参
加
資
格
定
期
受
付
の
際
の
審
査
事
項
に
お
け
る
加
点
対
象
、
総
合
評

価
制
度
に
お
け
る
政
策
評
価
項
目
以
外
で
も
、
障
害
者
雇
用
率
が
加
点
要
素
と

な
る
仕
組
み
づ
く
り
を
検
討
い
た
だ
き
た
い
。

都
の
回
答

　
障
害
者
雇
用
率
に
関
す
る
加
点
に
つ
き
ま
し
て
は
、
入
札
参
加
資
格
受
付
時

の
資
格
審
査
に
お
い
て
引
き
続
き
採
用
す
る
と
と
も
に
、
総
合
評
価
方
式
の
さ

ら
な
る
推
進
を
通
じ
て
活
用
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

 
（
所
管
部 

財
務
局
経
理
部
契
約
第
二
課
、
財
務
局
経
理
部
総
務
課
）
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※掲載製品の性能等についての説明内容は、当該賛助会員からの情報です。

Recommended Productsおすすめ
製品コーナー

詳細は当協会事務局　pr@tokyo-bm.or.jp　までご連絡ください。

▲賛助会員の皆様からおすすめ製品の情報を募集いたします。奮ってご応募ください。製品情報募集
（掲載料無料）

マリン系の香り
　  現場の声を製品化しました

　清掃現場で作業をされる皆様から
「トイレ用洗剤特有の臭いが苦手！」と
いうご意見を頂く事があります。
　当社でも従来品は清潔感を PR し
易いミント系の香りを採用しています
が、この香りが特に気にならない方も
いれば、苦手に感じる方もいらっしゃ
るみたいです。
　洗浄性能は従来品のままで、作業
される皆様が少しでも快適に作業して
いただく為のチョットしたアイデアを
製品化してみました。

18kg　キュービテナー入り
（コック付き）

中性トイレマリン
トイレ用洗剤

良い香りで
作業時の負担軽減

日本マルセル株式会社  TEL : 03-3803-1751
URL : http://www.maruseru.co.jp
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社
会
の
主
な

出
来
事

3
・
16	

北
陸
新
幹
線
の
金
沢
―
敦
賀
間
が
延
伸

開
業

3
・
17	

福
島
第
１
原
発
処
理
水
の
４
回
目
海
洋

放
出
を
完
了	

	

3
・
18	

藤
井
聡
太
八
冠
が
棋
王
戦
で
初
防
衛

3
・
19	

日
銀
が
政
策
決
定
会
合
で
マ
イ
ナ
ス
金

利
政
策
を
解
除	

	

3
・
20	

天
皇
皇
后
両
陛
下
の
長
女
愛
子
さ
ま
が

学
習
院
大
学
を
卒
業

3
・
21	

ド
ジ
ャ
ー
ス
大
谷
選
手
の
水
原
一
平
通

訳
が
違
法
賭
博
疑
惑
で
解
雇	

3
・
22	

天
皇
皇
后
両
陛
下
が
能
登
半
島
地
震
の

被
災
地
を
訪
問	

	

3
・
23	

モ
ス
ク
ワ
郊
外
の
コ
ン
サ
ー
ト
会
場
で

銃
乱
射
テ
ロ
事
件
1
3
0
人
以
上
死
亡

3
・
24	

大
相
撲
春
場
所
で
尊
富
士
が
1
1
0
年

ぶ
り
新
入
幕
優
勝

3
・
25	

自
民
党
の
二
階
元
幹
事
長
が
次
期
衆
院

選
へ
の
不
出
馬
を
表
明	

3
・
26	

次
期
戦
闘
機
「
輸
出
解
禁
」
を
政
府
が

決
定

3
・
27	

米
東
部
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
で
貨
物
船
が

橋
に
衝
突
し
橋
が
崩
落	

3
・
28	

過
去
2
番
目
の
規
模
と
な
る
1
1
2
兆

円
の
新
年
度
予
算
が
可
決
・
成
立

3
・
29	

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
2
0
2
7
年
の
開

業
を
断
念	

	

3
・
30	

「
紅
麴
」
問
題
で
厚
生
労
働
省
が
小
林

製
薬
の
大
阪
工
場
に
立
ち
入
り
検
査

3
・
31	

J
R
北
海
道
根
室
線
の
富
良
野
―
新
得

間
の
営
業
運
行
が
終
了	

4
・
1	

日
銀
短
観
が
4
四
半
期
ぶ
り
に
景
況
感

悪
化	

	
	

4
・
2	

Ｅ
Ｕ
が
日
本
と
先
端
材
料
の
開
発
で
連

携
強
化
を
発
表

4
・
3	
台
湾
で
震
度
6
強
の
地
震
発
生

4
・
4	
政
治
資
金
の
不
適
切
処
理
問
題
で
自
民

党
が
国
会
議
員
ら
39
人
の
処
分
を
決
定

4
・
5	

政
府
が
ロ
シ
ア
産
ダ
イ
ヤ
を
輸
入
禁
止

4
・
6	

エ
ク
ア
ド
ル
当
局
が
メ
キ
シ
コ
大
使
館

に
突
入
し
、
メ
キ
シ
コ
は
国
交
断
絶
を

発
表

4
・
7	

警
視
庁
が
歌
舞
伎
町
周
辺
で
一
斉
補
導

を
実
施

4
・
8	

東
京
で
日
本
版
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
開
始

4
・
9	

相
続
放
棄
過
去
最
多
の
26
万
件
を
受
理

4
・
10	

静
岡
県
の
川
勝
知
事
が
辞
職
願
を
提
出

4
・
11	

日
本
橋
高
島
屋
で
1
千
万
円
相
当
の
純

金
茶
わ
ん
が
盗
難
被
害

4
・
12	

日
本
・
ア
メ
リ
カ
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
初
の

3
カ
国
首
脳
会
談
開
催

4
・
13	

２
０
２
５
年
大
阪
・
関
西
万
博
開
幕
ま

で
１
年	

	
	

4
・
14	

イ
ラ
ン
が
イ
ス
ラ
エ
ル
に
大
規
模
な
報

復
攻
撃	

	
	

4
・
15	

柏
崎
刈
羽
原
発
7
号
機
の
核
燃
料
装
塡

を
原
子
力
規
制
委
員
会
が
了
承	

4
・
16	

衆
議
院
東
京
15
区
補
欠
選
挙
に
9
人
が

立
候
補 		

	

4
・
17	

愛
媛
、
高
知
で
震
度
６
弱
の
地
震
を
観

測

4
・
18	

新
潟
水
俣
病
訴
訟
で
旧
昭
和
電
工
に
賠

償
命
令

4
・
19	

築
地
市
場
跡
地
の
再
開
発
事
業
者
が
決

定	
	

	

4
・
20	

2
年
前
被
害
の
北
九
州
市
飲
食
店
街
で

再
び
火
災
発
生

4
・
21	

伊
豆
諸
島
の
鳥
島
東
方
海
域
で
海
上

自
衛
隊
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
２
機
が
墜

落	

4
・
22	

米
大
リ
ー
グ
大
谷
翔
平
選
手
が
メ
ジ
ャ

ー
通
算
１
７
６
本
塁
打
で
日
本
選
手
最

多
記
録
を
更
新

4
・
23	

岸
田
首
相
の
在
職
日
数
が
９
３
３
日
に

達
し
、
戦
後
の
首
相
で
は
８
位

4
・
24	

民
間
組
織
「
人
口
戦
略
会
議
」
が
「
消

滅
可
能
性
自
治
体
」
を
公
表

4
・
25	

北
京
国
際
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー
が
開
幕

4
・
26	

日
銀
の
会
合
で
政
策
金
利
維
持
を
決
定

4
・
27	
ア
メ
リ
カ
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
対
し
て
９

４
６
０
億
円
の
支
援
表
明	

4
・
28	

衆
議
院
補
欠
選
挙
で
立
憲
民
主
党
が
3

選
挙
区
で
勝
利	

	

4
・
29	

サ
ッ
カ
ー
Ｕ
―
23
ア
ジ
ア
杯
準
決
勝
で

勝
利
し
、
パ
リ
五
輪
出
場
権
を
獲
得

4
・
30	

全
国
の
空
き
家
が
過
去
最
多
９
０
０
万
戸

5
・
1	

G
７
で
石
炭
火
力
発
電
を
２
０
３
５
年

ま
で
に
廃
止
を
合
意	

5
・
2	

外
国
為
替
市
場
の
円
相
場
が
乱
高
下

5
・
3	

ミ
ャ
ン
マ
ー
で
国
外
へ
の
就
労
希
望
す

る
男
性
の
出
国
を
禁
止

5
・
4	

子
ど
も
（
15
歳
未
満
）
の
人
口
は

1
4
0
1
万
人
で
43
年
連
続
の
減
少

5
・
5	

演
出
家
、
俳
優
の
唐
十
郎
さ
ん
死
去

（
84
歳
）	

	

5
・
6	

ボ
ク
シ
ン
グ
世
界
ス
ー
パ
ー
バ
ン
タ
ム

級
主
要
4
団
体
タ
イ
ト
ル
マ
ッ
チ
で
井

上
尚
弥
選
手
が
王
座
防
衛	

5
・
7	

水
俣
病
被
害
者
団
体
の
発
言
制
止
問
題

で
環
境
省
が
謝
罪 

5
・
8	

ト
ヨ
タ
自
動
車
が
日
本
企
業
初
の
営
業

利
益
５
兆
円
超
え	

	

5
・
9	

冬
季
五
輪
2
大
会
メ
ダ
ル
獲
得
フ
ィ
ギ

ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
の
宇
野
昌
磨
さ
ん
現
役

引
退
を
発
表	

	

5
・
10	

重
要
経
済
安
保
情
報
保
護
法
が
成
立

5
・
11	

太
陽
表
面
で
の
大
規
模
な
爆
発
現
象

「
太
陽
フ
レ
ア
」
が
発
生	

5
・
12	

大
相
撲
夏
場
所
初
日
に
１
横
綱
４
大
関

が
全
て
敗
れ
る	

	

5
・
13	

選
挙
活
動
妨
害
の
疑
い
で
「
つ
ば
さ
の

党
」
を
家
宅
捜
索	

5
・
14	

シ
ャ
ー
プ
堺
工
場
が
９
月
ま
で
に
稼
働

停
止
へ

5
・
15	

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
第
４
代
首
相
に
ロ
ー

レ
ン
ス
・
ウ
ォ
ン
氏
が
就
任
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赤色の太字部分が変更になった箇所です。
※5月1日までに協会へご連絡のあった変更情報です。告　知　板

広報委員会　STAFF

■委員長　　　
　吉澤　幸夫
■委　員　　　
　里見　貴弘　　庄司　和明　　鈴木　英司
　藤井　智宏　　宮下　洋介

広報誌

令和６年６・７月号（第614号）

電　話　03-3805-7555（代）　ＦＡＸ　03-3805-7550

公益社団法人　東京ビルメンテナンス協会
〒116-0013
東京都荒川区西日暮里5-12-5　ビルメンテナンス会館

編集・制作：広報委員会

発行人：佐々木浩二　編集人：吉澤　幸夫

委員五十音順

所在地変更
社名 所在地 電話番号

S.N.Cservice株式会社 113-0033 東京都文京区本郷3-9-1 井口ビル3F 03-6447-4835

株式会社
三愛サービスセンター 190-0022 東京都立川市錦町2-2-28 

YS立川第2ビル4F 042-540-2731

株式会社
ニューサービスシステム 105-0004 東京都港区新橋4-9-1 

新橋プラザビル1403 03-6809-1423

メトロポリタンサービス
株式会社 171-0014 東京都豊島区池袋2-1-6 

群馬銀行池袋ビル4F 03-5396-5003

公益社団法人　東京ビルメンテナンス協会への

入会希望会社を
ご紹介ください

■お問い合わせ先
　公益社団法人　東京ビルメンテナンス協会　事務局（担当：森）

当協会にご入会いただくと、同時に全国ＢＭ協会の会員
となり、双方のサービスをご利用いただけます。

情報提供、人材育成、交流活動……
会員特典あります。

特典１：公益社団法人の会員であることの証明
特典２：講習会・研修会への受講割引・無料参加
特典３：求人サイト「東京ビルメンお仕事さがし」無料掲載
特典４：業務・技術・法令などの業界最新情報の提供
特典５：協会主催催事への参加による会員交流
特典６：ビルメンテナンス会館の施設の利用割引

代表者変更
社名 新代表者名

ＡＮＡスカイ
ビルサービス株式会社 松田　法彦

株式会社エイコー 酒井　太平

株式会社江口 江口　　禅

エス・シー・ビルサービス
株式会社 宇都宮　晶彦

株式会社サンケイ
ビルメンテナンスサービス 山口　哲哉

社名 新代表者名

商船三井興産株式会社 中島　孝

株式会社
ティーアール・サービス 林　　智之

東京ガスファシリティ
サービス株式会社 中田　智雄

山万総合サービス株式会社 木戸　一郎

株式会社菱サ・ビルウェア 原田　正彦
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